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更生計画認可
令和７年（ミ）第２号から第５号
埼玉県戸田市下戸田二丁目１６番２号
更生会社 コア・ファーマシー株式会社
東京都文京区本郷一丁目５番７号宝生ハイツ
５０５
更生会社 シティ・メディカル・ホールディ
ングス株式会社
東京都文京区本郷一丁目５番７号宝生ハイツ
５０５号
更生会社 シー・シー・コア・ファーマシー
株式会社
茨城県日立市折笠町５６４番地２
更生会社 株式会社コンフィアンス
１ 決定年月日 令和８年７月３１日
２ 主文 本件更生計画を認可する。
３ 理由の要旨 管財人から提出された更生計画
案は、可決され、かつ法定の要件を具備してい
る。
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４ 更生計画の要旨
定義
本更生計画において、以下の用語は以下に定め
る意義で用いる。
用語：意義
ＣＭＨ社：
更生会社シティ・メディカル・ホールディン
グス株式会社
ＣＣ社：
更生会社シー・シー・コア・ファーマシー株
式会社
ＣＰ社：
更生会社コア・ファーマシー株式会社
ＣＦ社：
更生会社株式会社コンフィアンス
更生会社ら：
ＣＭＨ社、ＣＣ社、ＣＰ社及びＣＦ社の４社
確定更生担保権：
別表５－１ないし５－４記載の確定した更生
担保権
未確定更生担保権：
別表８－２－２記載の未確定の更生担保権
未確定更生担保権確定日：
未確定更生担保権が確定する日
確定一般更生債権：
別表７－１ないし７－４記載の確定した一般
更生債権
未確定一般更生債権：
別表８－２－２記載の未確定の一般更生債権
未確定一般更生債権確定日：
未確定一般更生債権が確定する日
確定一般更生債権等：
確定一般更生債権及び確定した未確定一
般更生債権
元本等更生債権：
元本並びに更生手続開始決定日の前日までの
利息及び損害金
開始後利息損害金：
更生手続開始後の利息及び遅延損害金
延滞税等：
延滞税、利子税又は延滞金

更生担保権弁済日：
各更生会社において、本更生計画の認可決定
が確定した日から３か月以内で確定更生担保
権の弁済を行う日として管財人が指定する日
優先的更生債権弁済日：
各更生会社において、本更生計画の認可決定
が確定した日から３か月以内で優先的更生債
権の弁済を行う日として管財人が指定する日
基本弁済：
第３章第３節第２、１に基づく弁済
基本弁済日：
各更生会社において、本更生計画の認可決定
が確定した日から３か月以内で確定一般更生
債権等に対する基本弁済を行う日として管財
人が指定する日
基本弁済額：
確定一般更生債権等に対する基本弁済の額
中間的追加弁済：
第３章第３節第２、２（１）に基づく弁済
中間的追加弁済日：
各更生会社において、中間的追加弁済にかか
る裁判所の許可から３か月以内の日で確定一
般更生債権等に対する中間的追加弁済を行う
日として管財人が指定する日
中間的追加弁済額：
確定一般更生債権等に対する中間的追加弁済
の額
資産負債確定日：
各更生会社において、共益債権がすべて確
定し、かつ、すべての未確定更生担保権が
確定して確定更生担保権及び優先的更生債権
に対する本更生計画に定める弁済がすべて完
了し、かつ、すべての未確定一般更生債権
が確定して確定一般更生債権等に対する基本
弁済がすべて完了し、かつ、更生会社の全
資産の換価等処分が完了（換価等処分が不能
であると合理的に判断される場合を含む。）
した日
最終追加弁済：
第３章第３節第２、２（２）に基づく弁済

最終追加弁済日：
各更生会社において、資産負債確定日から３
か月以内の日で確定一般更生債権等に対する
最終追加弁済を行う日として管財人が指定す
る日
最終追加弁済額：
確定一般更生債権等に対する最終追加弁済の
額

第２ 債権譲渡担保に係る更生担保権
１ 確定更生担保権の表示
確定更生担保権のうち、債権譲渡担保
に係る更生担保権は、以下のとおりであ
る。
更生会社：ＣＰ社
債権者数：１名
確定更生担保権額：７２４４万３１３
７円及び額未定
別表：別表５－１「確定更生担保権弁
済計画表」
更生会社：ＣＦ社
債権者数：１名
確定更生担保権額：５６３２万１５４
３円
別表：別表５－４「確定更生担保権弁
済計画表」

２ 権利の変更及び弁済方法
管財人は、前記１の確定更生担保権の
全額を、更生担保権弁済日に、一括して
弁済する。

第３ 精算金債権質権に係る更生担保権
１ 確定更生担保権の表示
確定更生担保権のうち、精算金債権質
権に係る更生担保権は、以下のとおりで
ある。
更生会社：ＣＣ社
債権者数：１名
確定更生担保権額：１３８８万６３０
３円
別表：別表５－３「確定更生担保権弁
済計画表」

２ 権利の変更及び弁済方法
管財人は、前記１の確定更生担保権の
全額を、更生担保権弁済日に、一括して
弁済する。なお、管財人は、後記第５章
第１節第３による精算金債権質権の消滅
に基づき、当該精算金債権をもって更生
担保権の弁済に充てることができる。

第１章 更生計画立案までの経緯（省略）
第２章 更生計画の概要（省略）
第３章 更生債権等に関する権利の変更並びに

弁済及び納付方法
第１節 更生担保権の権利の変更と弁済方法
第１ 預金質権に係る更生担保権
１ 確定更生担保権の表示
確定更生担保権のうち、預金債権質権
に係る更生担保権は、以下のとおりであ
る。
更生会社：ＣＰ社
債権者数：５名
確定更生担保権額：５５５１万３４９
９円及び額未定
別表：別表５－１「確定更生担保権弁
済計画表」
更生会社：ＣＭＨ社
債権者数：２名
確定更生担保権額：５８９０万５１８
１円
別表：別表５－２「確定更生担保権弁
済計画表」
更生会社：ＣＣ社
債権者数：８名
確定更生担保権額：５７１３万３５６
２円及び額未定
別表：別表５－３「確定更生担保権弁
済計画表」
更生会社：ＣＦ社
債権者数：１名
確定更生担保権額：４６万８０８８円
別表：別表５－４「確定更生担保権弁
済計画表」

２ 権利の変更及び弁済方法
管財人は、更生会社らごとに、前記１
の確定更生担保権の全額を、更生担保権
弁済日に、一括して弁済する。なお、管

財人は、後記第５章第１節第１による預
金質権の消滅に基づき、当該預金をもっ
て更生担保権の弁済に充てることができ
る。
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第４ 担保権放棄済更生担保権
１ 確定更生担保権の表示
確定更生担保権のうち、担保権が更生
手続開始後に放棄された更生担保権は、
以下のとおりである。
更生会社：ＣＣ社
債権者数：２名
確定更生担保権額：２２６９万１０９
１円
別表：別表５－３「確定更生担保権弁
済計画表」

２ 権利の変更及び弁済方法
管財人は、前記１の確定更生担保権の
全額を、更生担保権弁済日に、一括して
弁済する。

第５ リース車両に係る更生担保権
１ 未確定の更生担保権の表示
ＣＭＨ社については、別表８－２－２
「未確定更生担保権／更生債権一覧表」
記載のとおり、リース車両に係る未確定
更生担保権が１件存在する。
２ 権利の変更及び弁済方法
管財人は、当該未確定更生担保権者と
の間で、当該未確定更生担保権の担保目
的物であるリース車両を売却できた場合
には、車両売却代金相当額から消費税相
当額及び諸経費を控除した残額を確定更
生担保権として、同額の預金に質権を設
定して担保変換することを合意してお
り、かかる合意に従い当該未確定更生担
保権が預金質権に係る確定更生担保権に
変換された場合には、その全額を未確定
更生担保権確定日から３か月以内で管財
人が指定する日又は更生担保権弁済日の
いずれか遅い日に、一括して弁済する。

第６ 開始後利息損害金の取扱い
確定更生担保権のうち開始後利息損害
金は、最終追加弁済日（これを行わない
場合には、管財人が確定一般更生債権等
を有する更生債権者に対してその旨を通
知した日）において、その全額（前記第
２章第２節第１、５の超過弁済等があっ
た場合には当該弁済後の残額）の免除を
受ける。

第２節 優先的更生債権の権利の変更及び納
付方法

第１ 租税等の請求権
１ 租税等の請求権の表示
届出のある租税等の請求権は、以下の
とおりである。
更生会社：ＣＰ社
債権者数：５名
届出債権額：７７８万３５９３円及び
額未定
別表：別表６－１「優先的更生債権納
付計画表（公租公課）」
更生会社：ＣＭＨ社
債権者数：４名
届出債権額：５２万７８１８円及び額
未定
別表：別表６－２「優先的更生債権納
付計画表（公租公課）」
更生会社：ＣＣ社
債権者数：３１名
届出債権額：２６９２万８７６３円及
び額未定
別表：別表６－３「優先的更生債権納
付計画表（公租公課）」
更生会社：ＣＦ社
債権者数：１１名
届出債権額：７６７万８１００円及び
額未定
別表：別表６－４「優先的更生債権納
付計画表（公租公課）」

２ 権利の変更及び納付方法
管財人は、前記１の優先的更生債権に
ついては、更生会社らごとに、徴収権限
を有する者の意見を聴いたうえで、優先
的更生債権弁済日に、更生手続開始決定
日から１年を経過する日（その日までに
更生計画認可の決定があるときは、その
決定の日）までに生ずる延滞税等及び更
生計画認可決定の日以降完納に至るまで
の延滞税等の全額について免除を受け、
免除後の全額を一括して納付する。

第２ その他の優先的更生債権
更生会社らにつき、前記第１以外の優
先的更生債権は存しない。

第３節 一般更生債権の権利の変更と弁済方
法

第１ 確定一般更生債権の表示
確定一般更生債権は、以下のとおりで
ある。
更生会社：ＣＰ社
債権者数：２１名
確定一般更生債権額：２億６３１０万７
０７５円及び額未定
別表：別表７－１「一般更生債権弁済計
画表」
更生会社：ＣＭＨ社
債権者数：１２名
確定一般更生債権額：１１億１８８９万
４７１８円及び額未定
別表：別表７－２「一般更生債権弁済計
画表」
更生会社：ＣＣ社
債権者数：４６名
確定一般更生債権額：１５億２９４２万
６３８１円及び額未定
別表：別表７－３「一般更生債権弁済計
画表」
更生会社：ＣＦ社
債権者数：１８名
確定一般更生債権額：２億９５０１万５
１００円及び額未定
別表：別表７－４「一般更生債権弁済計
画表」

イ ＣＭＨ社について
（ア）ＣＭＨ社の管財人は、基本弁済日
以降（基本弁済日を含む。）、資産負
債確定日より前であっても、ＣＭＨ
社の現預金の額からＣＭＨ社が中間
的追加弁済日以降に支払うべき共益
債権の額（ＣＭＨ社の清算結了まで
に発生すると見込まれる一切の支出
を含む。）、並びに、未確定一般更生
債権が全額認められた場合に弁済す
べき額を控除してなお中間的追加弁
済をするのに適当な残額があると認
められる場合には、当該残額の全部
又は一部を弁済原資として、裁判所
の許可を得て、中間的追加弁済日に、
確定一般更生債権等に対し、確定更
生債権額のうち元本等更生債権から
基本弁済額を除いた残額に応じ、管
財人の定める弁済率により、按分し
て弁済を行うことができる。

第２ 権利の変更及び弁済方法
１ 基本弁済
更生会社らの確定一般更生債権に関し
ては、基本弁済日に、確定一般更生債権
額のうち元本等更生債権について、以下
のとおり弁済を行う。
（１）ＣＰ社

１０万円以下の部分 １００％
１０万円を超える部分 ５６％

（２）ＣＭＨ社
１０万円以下の部分 １００％
１０万円を超える部分 ０．１％

（３）ＣＣ社
１０万円以下の部分 １００％
１０万円を超える部分 ８５％

（４）ＣＦ社
１０万円以下の部分 １００％
１０万円を超える部分 ８８％

２ 追加弁済
（１）中間的追加弁済
ア ＣＰ社について
（ア）ＣＰ社の管財人は、基本弁済日以
降（基本弁済日を含む。）、資産負債
確定日より前であっても、ＣＰ社の
現預金の額からＣＰ社が中間的追加
弁済日以降に支払うべき共益債権の
額（ＣＰ社の清算結了までに発生す
ると見込まれる一切の支出を含む。）
を控除してなお中間的追加弁済をす
るのに適当な残額があると認められ
る場合には、当該残額の全部又は一
部を弁済原資として、裁判所の許可
を得て、中間的追加弁済日に、確定
一般更生債権等に対し、確定更生債
権額のうち元本等更生債権から基本
弁済額を除いた残額に応じ、管財人
の定める弁済率により、按分して弁
済を行うことができる。

（イ）中間的追加弁済は、中間的追加弁
済をするのに適当な残額があると認
められる都度、複数回行うことがで
きるものとする。
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（イ）中間的追加弁済は、中間的追加弁
済をするのに適当な残額があると認
められる都度、複数回行うことがで
きるものとする。

（ウ）未確定一般更生債権については、
以下の又はのうちのいずれか遅
い日に、中間的追加弁済を行う。
中間的追加弁済日
未確定一般更生債権確定日から
３か月以内で管財人が指定する
日

ウ ＣＣ社について
（ア）ＣＣ社の管財人は、基本弁済日以
降（基本弁済日を含む。）、資産負債
確定日より前であっても、ＣＣ社の
現預金の額からＣＣ社が中間的追加
弁済日以降に支払うべき共益債権の
額（ＣＣ社の清算結了までに発生す
ると見込まれる一切の支出を含む。）
を控除してなお中間的追加弁済をす
るのに適当な残額があると認められ
る場合には、当該残額の全部又は一
部を弁済原資として、裁判所の許可
を得て、中間的追加弁済日に、確定
一般更生債権等に対し、確定更生債
権額のうち元本等更生債権から基本
弁済額を除いた残額に応じ、管財人
の定める弁済率により、按分して弁
済を行うことができる。

（イ）中間的追加弁済は、中間的追加弁
済をするのに適当な残額があると認
められる都度、複数回行うことがで
きるものとする。

エ ＣＦ社について
（ア）ＣＦ社の管財人は、基本弁済日以
降（基本弁済日を含む。）、資産負債
確定日より前であっても、ＣＦ社の
現預金の額からＣＦ社が中間的追加
弁済日以降に支払うべき共益債権の
額（ＣＦ社の清算結了までに発生す
ると見込まれる一切の支出を含む。）
を控除してなお中間的追加弁済をす
るのに適当な残額があると認められ

る場合には、当該残額の全部又は一
部を弁済原資として、裁判所の許可
を得て、中間的追加弁済日に、確定
一般更生債権等に対し、確定更生債
権額のうち元本等更生債権から基本
弁済額を除いた残額に応じ、管財人
の定める弁済率により、按分して弁
済を行うことができる。

イ ＣＭＨ社について
（ア）資産負債確定日に、ＣＭＨ社の現
預金の額からＣＭＨ社が資産負債確
定日以降に支払うべき共益債権の額
（ＣＭＨ社の清算結了までに発生す
ると見込まれる一切の支出を含む。）

を控除してなお残額がある場合、裁
判所の許可を得たうえで、最終追加
弁済日に、当該残額を弁済原資とし
て、確定一般更生債権等に対し、確
定更生債権額のうち元本等更生債権
から基本弁済額及び中間的追加弁済
額を除いた残額に応じ、按分して弁
済を行う。

（イ）資産負債確定日に、ＣＭＨ社の現
預金の額からＣＭＨ社が資産負債確
定日以降に支払うべき共益債権の額
（ＣＭＨ社の清算結了までに発生す
ると見込まれる一切の支出を含む。）
を控除して残額がない場合におい
て、最終追加弁済は行わないことに
ついて裁判所の許可を得たときは、
管財人は、確定一般更生債権等を有
する更生債権者に対し、最終追加弁
済を行わない旨の通知を行う。

第４節 約定劣後更生債権の権利の変更
第１ 確定した約定劣後更生債権の表示
確定した約定劣後更生債権は、以下のと
おりである。
更生会社：ＣＣ社
債権者数：２件
確定した約定劣後更生債権額：３億０１
５６万８４９１円及び額未定
別表：別表８－３「約定劣後更生債権弁
済計画表」

ウ ＣＣ社について
（ア）資産負債確定日に、ＣＣ社の現預
金の額からＣＣ社が資産負債確定日
以降に支払うべき共益債権の額（Ｃ
Ｃ社の清算結了までに発生すると見
込まれる一切の支出を含む。）を控除
してなお残額がある場合、裁判所の
許可を得たうえで、最終追加弁済日
に、当該残額を弁済原資として、確
定一般更生債権等に対し、確定更生
債権額のうち元本等更生債権から基
本弁済額及び中間的追加弁済額を除
いた残額に応じ、按分して弁済を行
う。

（イ）資産負債確定日に、ＣＣ社の現預
金の額からＣＣ社が資産負債確定日
以降に支払うべき共益債権の額（Ｃ
Ｃ社の清算結了までに発生すると見
込まれる一切の支出を含む。）を控除
して残額がない場合において、最終
追加弁済は行わないことについて裁
判所の許可を得たときは、管財人は、
確定一般更生債権等を有する更生債
権者に対し、最終追加弁済を行わな
い旨の通知を行う。

エ ＣＦ社について
（ア）資産負債確定日に、ＣＦ社の現預
金の額からＣＦ社が資産負債確定日
以降に支払うべき共益債権の額（Ｃ
Ｆ社の清算結了までに発生すると見
込まれる一切の支出を含む。）を控除
してなお残額がある場合、裁判所の
許可を得たうえで、最終追加弁済日
に、当該残額を弁済原資として、確
定一般更生債権等に対し、確定更生
債権額のうち元本等更生債権から基
本弁済額及び中間的追加弁済額を除
いた残額に応じ、按分して弁済を行
う。

（イ）資産負債確定日に、ＣＦ社の現預
金の額からＣＦ社が資産負債確定日
以降に支払うべき共益債権の額（Ｃ
Ｆ社の清算結了までに発生すると見
込まれる一切の支出を含む。）を控除
して残額がない場合において、最終
追加弁済は行わないことについて裁
判所の許可を得たときは、管財人は、
確定一般更生債権等を有する更生債
権者に対し、最終追加弁済を行わな
い旨の通知を行う。

３ 免除
更生会社らに対する確定一般更生債権
については、基本弁済及び中間的追加弁
済を実施した後、最終追加弁済日（これ
を行わない場合には、管財人が確定一般
更生債権等を有する更生債権者に対して
その旨を通知した日）に、それまでに行っ
た基本弁済額、中間的追加弁済額及び最
終追加弁済額の合計額を超える部分、並
びに、開始後利息損害金（後記第５節の
超過弁済等があった場合には当該弁済後
の残額）の全額につき、免除を受ける。

（イ）中間的追加弁済は、中間的追加弁
済をするのに適当な残額があると認
められる都度、複数回行うことがで
きるものとする。

（２）最終追加弁済
ア ＣＰ社について
（ア）資産負債確定日に、ＣＰ社の現預
金の額からＣＰ社が資産負債確定日
以降に支払うべき共益債権の額（Ｃ
Ｐ社の清算結了までに発生すると見
込まれる一切の支出を含む。）を控除
してなお残額がある場合、裁判所の
許可を受けたうえで、最終追加弁済
日に、当該残額を弁済原資として、
確定一般更生債権等に対し、確定更
生債権額のうち元本等更生債権から
基本弁済額及び中間的追加弁済額を
除いた残額に応じ、按分して弁済を
行う。

（イ）資産負債確定日に、ＣＰ社の現預
金の額からＣＰ社が資産負債確定日
以降に支払うべき共益債権の額（Ｃ
Ｐ社の清算結了までに発生すると見
込まれる一切の支出を含む。）を控除
して残額がない場合において、最終
追加弁済は行わないことについて裁
判所の許可を得たときは、管財人は、
確定一般更生債権等を有する更生債
権者に対し、最終追加弁済を行わな
い旨の通知を行う。
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第２ 権利の変更
別表８－３「約定劣後更生債権弁済計
画表」記載の約定劣後更生債権は、後記
第５節記載の超過弁済の場合にのみ弁済
を受けることができるものとする。
約定劣後更生債権は、最終追加弁済日
（これを行わない場合には、管財人が確
定一般更生債権等を有する更生債権者に
対してその旨を通知した日）に、その全
額（前記第２章第２節第１、５の超過弁
済等があった場合には当該弁済後の残
額）について免除を受ける。

第２ 取下げ又は放棄がなされた債権の取扱
い
更生計画認可決定までの間に更生担保
権又は更生債権の一部の取下げ又は放棄
がなされたときは、取下げ又は放棄がな
された後の債権額を基準として、更生債
権等に関する権利の変更及び弁済方法の
定めを適用する。

第３ 債権譲渡等の取扱い
１ 全部譲渡等
本更生計画案提出日以降に更生債権等
の譲渡又は移転がなされたときは、譲渡
又は移転前の債権額をして、更生債権等
に関する権利の変更並びに弁済及び納付
方法の定めを適用する。
２ 一部譲渡等
本更生計画案提出日以降に更生債権等
の一部の譲渡又は移転がなされたとき
は、譲渡又は移転前の債権額を基準とし
て、更生債権等に関する権利の変更並び
に弁済及び納付方法の定めを適用した上
で、譲渡人及び譲受人に対する弁済額の
計算にあたっては、譲渡後又は移転後の
債権額に応じて弁済額及び免除額を按分
する。かかる按分計算にあたって１円未
満の端数が生じた場合、後記第４の定め
に関わらず、四捨五入する。

第４ 端数の処理
本章の定めによる更生担保権者及び更
生債権者への弁済額の算出にあたって
は、１円未満の端数は切り上げる。

第５ 弁済充当等
弁済する更生担保権又は更生債権の中
に利息、損害金を含む場合の充当の順序
は、別に定めのない限り、元本、利息、
損害金の順とし、同じ性質の債権につい
ては各債権の額に応じた按分で弁済を充
当する。

第６ 内部債権の処理
１ ＣＣ社がＣＰ社に対して有する確定一
般更生債権は、ＣＰ社がＣＣ社に対して
有する確定一般更生債権の金額を控除し
た後の残額を、弁済計算の基準となる確
定一般更生債権額とし、ＣＰ社がＣＣ社
に対して有する確定一般更生債権は、弁
済計算の基準となる確定一般更生債権額
を０円として、第３節の定めを適用する
（ただし、第３節第２、２（２）に定め
る最終追加弁済を除く。）。
２ ＣＣ社がＣＦ社に対して有する確定一
般更生債権は、ＣＦ社がＣＣ社に対して
有する確定一般更生債権の金額を控除し
た後の残額をもって確定一般更生債権額
とみなし、ＣＦ社がＣＣ社に対して有す
る確定一般更生債権の金額は０円とし
て、第３節の定めを適用する（ただし、
第３節第２、２（２）に定める最終追加
弁済を除く。）。
３ ＣＰ社がＣＦ社に対して有する確定一
般更生債権は、ＣＦ社がＣＰ社に対して
有する確定一般更生債権の金額を控除し
た後の残額をもって確定一般更生債権額
とみなし、ＣＦ社がＣＰ社に対して有す
る確定一般更生債権の金額は０円とみな
して、第３節の定めを適用する（ただし、
第３節第２、２（２）に定める最終追加
弁済を除く。）。
４ 更生会社らは、更生会社らが他の更生
会社らに対して有する確定一般更生債権
に対しては、最終追加弁済を行わない。
５ 更生会社らは、更生会社らの間におい
て本更生計画に基づく弁済によって求償
権が生じた場合、当該求償権を行使しな
い。

第７ 重複債権の処理
１ 重複債権の定義
更生会社らの更生担保権者又は一般更
生債権者が、更生会社らのうち複数の会
社に対して確定更生担保権又は確定一般
更生債権を有する場合において、これら
の複数の債権が主たる債権とこれに対す
る保証債務履行請求権等（物上保証の履
行請求権を含む。）の関係、すなわち「同
一の給付を目的とし、一つの債権に対す

る弁済が他の債権を消滅させる関係」に
ある場合、これらの複数の債権を「重複
債権」という。
ただし、これらの複数の債権が互いに
金額を異にするときには、重なり合う範
囲で「重複債権」という。
２ 基本弁済における重複債権の取扱い
更生会社らは、重複債権に対しても、
他の確定更生担保権又は確定一般更生債
権と同様に弁済を行う。ただし、当該弁
済の結果、重複債権に対して債権額を超
える弁済が行われることになる場合、以
下の順序で重複債権の債権額に満つるま
で弁済を行い、債権額を超える弁済は行
わない。
 主債務者の立場にある更生会社に対
する確定更生担保権
 物上保証人又は保証人の立場にある
更生会社に対する確定更生担保権
 主債務者の立場にある更生会社に対
する確定一般更生債権
 保証人の立場にある更生会社に対す
る確定一般更生債権

３ 中間的追加弁済及び最終追加弁済にお
ける重複債権の取扱い
（１）各更生会社において中間的追加弁済
又は最終追加弁済を行う場合、重複債
権に対しては、重複債権の債権額を上
限として、順次、他の確定一般更生債
権と同様に弁済を行う。

（２）前記（１）にかかわらず、複数の各
更生会社が同時に中間的追加弁済又は
最終追加弁済を行う場合には、前記２
の基本弁済における取扱いと同様に処
理する。

第８ 更生会社ら以外の第三者を主債務者と
する保証債務履行請求権の処理
１ 確定更生担保権のうち、保証債務履行
請求権で、主債務者が更生会社ら以外の
第三者であるものについては、「確定更
生担保権額」から「確定更生担保権者が
認可決定確定日までに主債務者から回収
した金額（確定更生担保権に充当された
ものに限る。）」を控除した残額を、弁済
計算の基準となる確定更生担保権額と
し、前記第１節の定めを適用する。

第５節 超過弁済等
更生会社らが、基本弁済、中間的追
加弁済及び最終追加弁済を行った結
果、確定一般更生債権のうち元本等更
生債権の全額が弁済された場合におい
て、なお弁済原資とすることのできる
資産が存するときは、管財人は、最終
追加弁済と同時に、かかる資産を原資
として、以下の順序に従い、弁済等を
行うことができる。

（１） 当該更生会社の確定更生担保権の
うち開始後利息損害金の全額（弁済原
資がその全額に満たない場合には、開
始後利息損害金の金額による按分とす
る。）

（２）当該更生会社の確定一般更生債権等
のうち開始後利息損害金の全額（弁済
原資がその全額に満たない場合には、
開始後利息損害金の金額による按分と
する。）

（３）当該更生会社の約定劣後更生債権の
全額（弁済原資がその全額に満たない
場合には、確定した約定劣後更生債権
の金額による按分とする。）

（４）当該更生会社の株主に対する残余財
産の分配

第６節 弁済及び納付に関するその他の事項
第１ 弁済及び納付の場所等

本更生計画による弁済は、管財人事務
所（かなやま法律事務所）の所在地（東
京都港区西新橋一丁目２１番８号弁護士
ビル７０７号室）において行う。ただし、

債権者が預金口座を指定してその口座へ
の振込を求めた場合には、更生会社らの
振込手数料負担において、債権者の指定
する口座に円貨を振り込む方法で行う。
公租公課の納付は、徴収権者の指定す
る方法及び場所において行う。
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２ 確定一般更生債権のうち、保証債務履
行請求権で、主債務者が更生会社ら以外
の第三者であるものについては、基本弁
済、中間的追加弁済及び最終追加弁済の
いずれにおいても、「確定一般更生債権
額」から「確定一般更生債権者が認可決
定確定日までに主債務者から回収した金
額（確定一般更生債権に充当されたもの
に限る。）」を控除した残額を、弁済計算
の基準となる確定一般更生債権額とし
て、前記第３節の定めを適用する。

第４章 未確定の更生債権等の取扱い
第１節 未確定更生担保権
第１ 未確定更生担保権の表示

別表８－２－２「未確定更生担保権／
更生債権一覧表」記載の未確定更生担保
権については、管財人が同表の異議額欄
記載のとおりに異議を述べたことから、
当該債権者から、更生担保権査定の申立
てがあり、現在債権確定手続が係属中で
ある。

第２ 未確定更生担保権の権利の措置
未確定更生担保権が確定した場合、
（ⅰ）更生担保権として確定した金額に
ついては、更生担保権弁済日と未確定更
生担保権確定日から３か月以内で管財人
の指定する日とのいずれか遅い日に、前
記第３章第１節の定めに従い、一括弁済
し、（ⅱ）一般更生債権として確定した
金額については、基本弁済日と未確定一
般更生債権確定日から３か月以内で管財
人の指定する日とのいずれか遅い日に、
前記第３章第３節第２、１の定めに従い
基本弁済を行い、前記第３章第３節第２、
２（１）及び（２）の定めに従い中間的
追加弁済及び最終追加弁済を行う。

第２節 未確定更生債権
第１ 未確定更生債権の表示

未確定更生債権は、別表８－２－２
「未確定更生担保権／更生債権一覧表」
記載のとおりである。

第２ 未確定一般更生債権の変更及び弁済方
法
未確定一般更生債権については、確定
するまでの間、弁済又は権利の変更を行
わず、未確定一般更生債権が確定した場
合、一般更生債権として確定した金額に
ついては、基本弁済日と未確定一般更生
債権確定日から３か月以内で管財人の指
定する日とのいずれか遅い日に、前記第
３章第３節第２、１の定めに従い基本弁
済を行い、前記第３章第３節第２、２（１）
及び（２）の定めに従い中間的追加弁済
及び最終追加弁済を行う。

第５章 担保権等の措置
第１節 担保権等の処理
第１ 預金質権

別表９－１－１、９－２－１、９－３
－１及び９－４－１「存続する担保権一
覧表（預金質権）」記載の各預金に設定
された担保権（預金質権）は、更生計画
認可決定日以降も、同表の「新しい債権
額」欄記載の限度で存続し、管財人が、
当該担保権者に対し、前記第３章第１節
第１に定める弁済に充てるために、当該
担保権の消滅を求めた場合、当該担保権
者は、当該担保権の消滅のために必要な
手続を行わなければならない。

第２ 債権譲渡担保
別表９－１及び９－４－２「存続する
担保権一覧表（債権譲渡担保）」記載の
担保権は、更生計画認可決定日以降も、
同表の「新しい債権額」欄記載の限度で
存続し、更生担保権に対し前記第３章第
１節第２の弁済を行ったときに消滅す
る。
当該更生担保権者は、更生担保権の弁
済金の受領後速やかに、当該担保権の抹
消に必要な一切の手続に協力するものと
する。

第３ 精算金債権質権
別表９－３－２「存続する担保権一覧
表（精算金債権質権）」記載の精算金債
権に係る質権は、更生計画認可決定日以
降も、同表の「新しい債権額」欄記載の

限度で存続し、当該確定更生担保権に対
して弁済を行うに際して消滅するものと
し、当該精算金債権は、当該確定更生担
保権に対する弁済に充当されるものとす
る。

第２ 欠損の填補
更生会社らは、前記第１に定める資本
金の額の減少による振替後のその他資本
剰余金については、次のとおり、その全
てを繰越利益剰余金に振り替え、各更生
会社の欠損の範囲内で欠損の填補に充て
るものとする。
１ ＣＰ社
 減少する剰余金の項目及びその額
：その他資本剰余金１０００万円

 増加する剰余金の項目及びその額
：繰越利益剰余金１０００万円

 効力発生日
：募集株式効力発生日

２ ＣＭＨ社
 減少する剰余金の項目及びその額
：その他資本剰余金３９９９万円

 増加する剰余金の項目及びその額
：繰越利益剰余金３９９９万円

 効力発生日
：募集株式効力発生日

第４ リース車両に係る担保
別表９－２－２「存続する担保権一覧
表（リース車両）」記載の担保権は、更
生計画認可決定日以降も、同表の「新し
い債権額」欄記載の限度で存続し、更生
担保権に対し第１節第２の弁済を行った
ときに消滅する。
当該更生担保権者は、更生担保権の弁
済金の受領後速やかに、当該担保権の抹
消に必要な一切の手続に協力するものと
する。

第５ 存続しない担保権
前記第１ないし第４に記載の担保権以
外の担保権は、更生計画認可決定時に消
滅する。

第２節 登記等の費用
本章による登記その他の手続に要す
る登録免許税等の費用は、当該手続に
係る更生会社が負担する。

第６章 弁済資金等
第１節 弁済資金

更生担保権、優先的更生債権及び一
般更生債権の弁済資金は、更生会社ら
それぞれの現預金等（事業譲渡代金の
ほか、その余の資産の換価及び回収金
等を含む。）による。

第２節 予想超過収益金の使途
本更生計画遂行中に、収益予想額を
上回る収益金が生じた場合には、更生
計画の遂行に必要な費用及び追加弁済
の原資に充てる。

第７章 更生会社の措置
第１節 株主の権利の変更等
第１ 株式の取得及び消却

更生会社らは、後記第３節第１に定め
る募集株式にかかる金銭の払込みがされ
る日（以下「募集株式効力発生日」とい
う。）に、更生会社の発行済の株式の全部
を、無償で取得する。

第２ 株式の消却
更生会社らは、募集株式効力発生日に、
前項の株式を取得すると同時に、前項に
より取得したものも含む自己株式の全部
を消却する。

第２節 資本金の額等の減少
第１ 資本金の額の減少

更生会社らは、以下のとおり、資本金
の額を減少する。かかる資本金の額の減
少は、募集株式効力発生日にその効力を
生じる。
１ ＣＰ社
減少する資本金の額 １０００万円

２ ＣＭＨ社
減少する資本金の額 ３９９９万円

３ ＣＣ社
減少する資本金の額 １０００万円

４ ＣＦ社
減少する資本金の額 １００万円
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３ ＣＣ社
 減少する剰余金の項目及びその額
：その他資本剰余金１０００万円

 増加する剰余金の項目及びその額
：繰越利益剰余金１０００万円

 効力発生日
：募集株式効力発生日

４ ＣＦ社
 減少する剰余金の項目及びその額
：その他資本剰余金１００万円

 増加する剰余金の項目及びその額
：繰越利益剰余金１００万円

 効力発生日
：募集株式効力発生日

第３節 募集株式の発行
第１ ＣＰ社について

ＣＰ社は、募集株式効力発生日に、発
行済株式の全てを無償で取得するととも
に、次のとおり、種類株式を発行する。
１ 管財人である金山伸宏を引受人とし
て、Ａ種類株式を発行する。なお、Ａ種
類株式の内容は次のとおりとする。
 Ａ種類株式の株主は、ＣＰ社の株主
総会において全ての事項につき議決権
を行使することができる。
 ＣＰ社が清算により残余財産を分配
する場合、Ａ種類株式の株主に対して
は分配を行わない。
 ＣＰ社は、剰余金の配当を行う場合、
Ａ種類株式の株主に対し、その全額を
配当する。

２ ＣＭＨ社を引受人として、Ｂ種類株式
を発行する。なお、Ｂ種類株式の内容は
次のとおりとする。
 Ｂ種類株式の株主は、ＣＰ社の株主
総会において議決権を行使することが
できない。
 ＣＰ社が清算により残余財産を分配
するときは、Ｂ種類株式を有する株主
に対し、その全額を分配する。
 Ｂ種類株式に対しては剰余金の配当
を行わない。

３ Ａ種類株式及びＢ種類株式の募集事項
等の概要は以下のとおりとする。
（Ａ種類株式）
 募集株式の数 １株
 １株の払込金額 １円
 募集株式と引換えにする金銭の払込
期日
本更生計画の認可決定が確定した日
から３か月以内で管財人が定める日
 増加する資本金 １円
 増加する資本準備金 ０円
（Ｂ種類株式）
 募集株式の数 １株
 １株の払込金額 １円
 募集株式と引換えにする金銭の払込
期日
本更生計画の認可決定が確定した日
から３か月以内で管財人が定める日
 増加する資本金 １円
 増加する資本準備金 ０円

第２ ＣＣ社について
ＣＣ社は、募集株式効力発生日に、発
行済株式の全てを無償で取得するととも
に、次のとおり、種類株式を発行する。
１ 管財人である金山伸宏を引受人とし
て、Ａ種類株式を発行する。なお、Ａ種
類株式の内容は次のとおりとする。
 Ａ種類株式の株主は、ＣＣ社の株主
総会において全ての事項につき議決権
を行使することができる。
 ＣＣ社が清算により残余財産を分配
する場合、Ａ種類株式の株主に対して
は分配を行わない。
 ＣＣ社は、剰余金の配当を行う場合、
Ａ種類株式の株主に対し、その全額を
配当する。

２ ＣＭＨ社を引受人として、Ｂ種類株式
を発行する。なお、Ｂ種類株式の内容は
次のとおりとする。
 Ｂ種類株式の株主は、ＣＣ社の株主
総会において議決権を行使することが
できない。
 ＣＣ社が清算により残余財産を分配
するときは、Ｂ種類株式を有する株主
に対し、その全額を分配する。
 Ｂ種類株式に対しては剰余金の配当
を行わない。

３ Ａ種類株式及びＢ種類株式の募集事項
等の概要は以下のとおりとする。
（Ａ種類株式）
 募集株式の数 １株
 １株の払込金額 １円
 募集株式と引換えにする金銭の払込
期日
本更生計画の認可決定が確定した日
から３か月以内で管財人が定める日
 増加する資本金 １円
 増加する資本準備金 ０円
（Ｂ種類株式）
 募集株式の数 １株
 １株の払込金額 １円
 募集株式と引換えにする金銭の払込
期日
本更生計画の認可決定が確定した日
から３か月以内で管財人が定める日
 増加する資本金 １円
 増加する資本準備金 ０円

第３ ＣＦ社について
ＣＦ社は、募集株式効力発生日に、発
行済株式の全てを無償で取得するととも
に、次のとおり、種類株式を発行する。
１ 管財人である金山伸宏を引受人とし
て、Ａ種類株式を発行する。なお、Ａ種
類株式の内容は次のとおりとする。
 Ａ種類株式の株主は、ＣＦ社の株主
総会において全ての事項につき議決権
を行使することができる。
 ＣＦ社が清算により残余財産を分配
する場合、Ａ種類株式の株主に対して
は分配を行わない。
 ＣＦ社は、剰余金の配当を行う場合、
Ａ種類株式の株主に対し、その全額を
配当する。

２ ＣＭＨ社を引受人として、Ｂ種類株式
を発行する。なお、Ｂ種類株式の内容は
次のとおりとする。
 Ｂ種類株式の株主は、ＣＦ社の株主
総会において議決権を行使することが
できない。
 ＣＦ社が清算により残余財産を分配
するときは、Ｂ種類株式を有する株主
に対し、その全額を分配する。
 Ｂ種類株式に対しては剰余金の配当
を行わない。

３ Ａ種類株式及びＢ種類株式の募集事項
等の概要は以下のとおりとする。
（Ａ種類株式）
 募集株式の数 １株
 １株の払込金額 １円
 募集株式と引換えにする金銭の払込
期日
本更生計画の認可決定が確定した日
から３か月以内で管財人が定める日
 増加する資本金 １円
 増加する資本準備金 ０円
（Ｂ種類株式）
 募集株式の数 １株
 １株の払込金額 １円
 募集株式と引換えにする金銭の払込
期日
本更生計画の認可決定が確定した日
から３か月以内で管財人が定める日
 増加する資本金 １円
 増加する資本準備金 ０円

第４ ＣＭＨ社について
ＣＭＨ社は、募集株式効力発生日に、
発行済株式の全てを無償で取得するとと
もに、管財人代理である大石健太郎を引
受人として、以下のとおり、募集株式を
発行する。
（普通株式）
 募集株式の数 １株
 １株の払込金額 １円
 募集株式と引換えにする金銭の払込
期日
本更生計画の認可決定が確定した日
から３か月を経過する日までの間にお
いて管財人が定める日
 増加する資本金 １円
 増加する資本準備金 ０円

第４節 定款変更
更生会社らは、更生計画認可決定日
に、別表１２－１ないし１２－４「定
款変更表」のとおり、定款を変更する。
管財人は、必要のあるときは、裁判
所の許可を得て、更生会社の定款をさ
らに変更できる。
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第５節 役員
第１ 役員の退任

更生会社らの取締役及び監査役は、本
更生計画の認可決定日にすべて退任す
る。

第２ 取締役の選任
１ 取締役の選任
更生会社らの新しい取締役は、裁判所
の許可を得て管財人が選任する。
２ 取締役の任期
前記１により選任された取締役の任期
は、選任後２年以内に終了する事業年度
のうち最終のものに関する定時株主総会
の終結の時までとする。
３ 取締役の変更又は増員
前記２の任期内に取締役の変更又は増
員の必要が生じた場合、裁判所の許可を
得て管財人がこれを選任する。
変更により選任された取締役の任期は
前任者と同一とし、増員により選任され
た取締役の任期は他の取締役の在任期間
と同一とする。
４ 取締役の報酬
取締役の報酬は、裁判所の許可を得て、
管財人が決定する。

第６節 解散
第１ 解散

更生会社らは、本更生計画の認可決定
が確定した後、管財人が募集株式効力発
生日より後の日で裁判所の許可を得て決
定する日に解散する。

第２ 清算人
清算人は、管財人である金山伸宏とし、
その任期は、更生会社らの清算が結了し
清算結了の登記が完了するときまでとす
る。なお、管財人は、必要のあるときは
いつでも、裁判所の許可を得て、清算人
を増員、解任又は補充することができる。
増員又は補充された清算人の任期も、更
生会社らについて清算が結了し、清算結
了の登記が完了する時までとする。

第８章 共益債権の弁済
第１節 共益債権の内容

更生会社らが更生手続開始決定日か
ら令和８年３月３１日までに弁済した
共益債権及び令和８年３月３１日現在

の未払共益債権は、別表１０－１ない
し１０－４「共益債権支払実績及び未
払残高表」記載のとおりである。

第２節 共益債権の弁済方法
前記第１節の未払共益債権、及び令
和８年４月１日から更生手続終結まで
の間に生じる共益債権は、更生会社ら
が保有する現預金をもって、随時に支
払う。

第９章 少額債権等の弁済
管財人が会社更生法４７条５項前段の
規定により裁判所の許可を得て支払った
少額債権等は、別表１１－１ないし１１
－４「弁済した更生債権等一覧表」記載
のとおりである。

第10章 争いの落着しない権利に対する措置
管財人は、争いの落着しない権利につ
いて、適切な解決に努め、紛争の性質、
経過、その他の事情に鑑み和解等を必要
とするに至ったときは、裁判所の許可を
得てこれを行う。

第11章 その他必要的記載事項
会社更生法１６７条１項６号及び７号
に該当する事項は存しない。

小規模個人再生による再生計
画認可

第12章 役員の責任追及等
第１章第１節第２記載のとおり、更生
会社らが更生手続開始決定に至った一因
として、更生会社らの実質的支配者であ
り、かつ、ＣＭＨ社、ＣＣ社及びＣＦ社
の代表取締役であった南雲雅弘氏（以下
「南雲氏」という。）による資金流用や高
級車の購入等の浪費行為が挙げられる。
南雲氏は、令和７年８月２０日午後５
時、東京地方裁判所により、破産手続開
始決定を受けた（事件番号：令和７年
（フ）第５２７９号）。
管財人は、南雲氏による資金流出ない
し浪費行為に関する調査を行い、同氏の
破産管財人に対し、情報を提供した上で、
更生会社らの破産債権届出を行い、南雲
氏に対する責任追及を行っている。今後、
同破産手続において配当を受けることが
できた場合には、当該配当金も弁済資金

に充てる。なお、更生会社らにおける南
雲氏以外の役員については、現時点まで
に、役員としての責任追及を行うに足り
る事実は認められなかった。
また、管財人は、南雲氏の指示により
不当に更生会社らから第三者へ資金の流
出が認められたものについては、当該第
三者に対し、金銭の返還を請求し、更生
会社らの資産回復に努めており、かかる
金銭返還を受けた場合には、当該回収金
も弁済原資に充てる。

別表１－１ないし１２－４（省略）
東京地方裁判所民事第２０部
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令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

青
森
県
黒
石
市
ち
と
せ
一
丁
目
一
二
八
番
地

株
式
会
社
イ
ー
セ
ク
ト

清
算
人

佐
藤

剛
巳

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
五
月

十
四
日
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

岩
手
県
盛
岡
市
志
家
町
六
番
一
号

一
般
社
団
法
人
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ

岩
手

代
表
清
算
人

村
上

佳
子

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
七
月
三

十
一
日
付
で
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

宮
城
県
大
崎
市
田
尻
沼
部
字
中
新
堀
七
三
番
地

有
限
会
社
松
ケ
根
商
店

清
算
人

松
ケ
根

浩

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
岡
字
上
大
原
二
一

九
番
地
四

ツ
キ
デ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

澤
田

勝
実

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

宮
城
県
岩
沼
市
大
手
町
九

一
第
二
マ
サ
キ
ビ
ル

五
〇
三

カ
タ
ド
ー
ル
株
式
会
社

代
表
清
算
人

宍
戸

忠
之

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
七
月
三

十
一
日
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
横
手
市
安
田
字
向
田
二
〇
二
番
地

株
式
会
社
バ
ー
ン
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
秋
田

代
表
清
算
人

荘
司

正
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

群
馬
県
太
田
市
南
ヶ
丘
町
一
二
九
九
番
地
三

合
同
会
社
エ
ヌ
・
エ
ス
・
ケ
ー

清
算
人

中
西

妙
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
二
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

埼
玉
県
朝
霞
市
岡
二
丁
目
一
一
番
九

一
一
三
号

合
同
会
社
Ｖ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ

Ｕ
ｐ

清
算
人

藤
田

拓
実

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
月
の
輪
二
丁
目
二
三
番
地
二

株
式
会
社
イ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

江
尻

慎
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

埼
玉
県
羽
生
市
南
五
丁
目
九
番
地
四

有
限
会
社
リ
ベ
ラ
ル

代
表
清
算
人

中
島

伸
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

埼
玉
県
白
岡
市
西
六
丁
目
四
番
一
二

株
式
会
社
藤
建
業

代
表
清
算
人

延
藤

幹
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

埼
玉
県
川
口
市
大
字
芝
六
九
六
三
番
地
二
七

株
式
会
社
Ｅ
Ｚ

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｙ

代
表
清
算
人

山
本
真
理
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

埼
玉
県
鴻
巣
市
人
形
一
丁
目
三
番
二
七
号

有
限
会
社
福
島
薬
局

清
算
人

福
島

利
和

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
社
員
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
市
美
浜
区
高
洲
三
丁
目
四
番
一
二
棟
一
〇
一
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
祉
の
街
美
浜
を
つ
く
る
会

清
算
人

布
施

貴
良
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解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
柏
市
旭
町
二
丁
目
五
番
一
五
号

有
限
会
社
笠
井
塗
装
工
業
所

清
算
人

笠
井

弘
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
会
社
法
三
一
九
条

第
一
項
に
基
づ
く
株
主
全
員
の
同
意
に
よ
る
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
松
戸
市
新
松
戸
南
二
丁
目
二
五
番
地

株
式
会
社
ト
ナ
ン

代
表
清
算
人

今
瀨
三
代
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
松
戸
市
松
戸
一
〇
五
二
番
地
一
〇
一
号
室

Ｕ
＆
Ｔ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

ド
ル
ジ
ン
・
ウ
ヤ
ン
ガ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町
八
八
三
番
七
号
ラ

イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
東
稲
毛
四
〇
五
号

株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ー

代
表
清
算
人

望
月
由
加
里

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
市
川
市
南
行
徳
三
丁
目
二
三
番
八
号

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ク
リ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社

代
表
清
算
人

鈴
木

隆
輔

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
付
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
袖
ケ
浦
市
横
田
三
五
四
四
番
地

寿
化
成
株
式
会
社

代
表
清
算
人

小
峰

宏
徳

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
船
橋
市
薬
円
台
二
丁
目
一
〇

一
七

株
式
会
社
エ
デ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

叢

文

翠

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

千
葉
県
東
金
市
台
方
一
七
四
番
地
三
号

株
式
会
社
Ｋ
ａ
ｎ
ｐ
ｅ
ｋ
ｉ

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ

代
表
清
算
人

高
林

輝

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
日
社
員
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
五
号
浜
松
町

ダ
イ
ヤ
ビ
ル
二
階

特
定
非
営
利
活
動
法
人
母
と
子
の
医
療
を
世
界

に
届
け
る
会

清
算
人

岩
渕
寛
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二

一
九

一
五
宮
益
坂
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
六
〇
九

ｒ
ｅ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
合
同
会
社

清
算
人

坂
口

ゆ
り

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号

株
式
会
社
エ
フ
キ
ュ
ー
ブ

代
表
清
算
人

稲
葉

秀
二

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
二
番
一
号

合
同
会
社
は
こ
だ
て
恵
山
地
熱

清
算
人

株
式
会
社
レ
ノ
バ

職
務
執
行
者

齋
藤

仁
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
一
番
一
号
新
宿
三

井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
六
Ｆ

株
式
会
社
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ

代
表
清
算
人

西
田

拳

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号
恵
比

寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
タ
ワ
ー
一
八
階

Ｌ
ｏ
ｙ
ａ
ｌ
ｔ
ｙ

Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｘ
株
式

会
社

代
表
清
算
人

寺
尾
可
奈
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
一
番
一
号

商
船
三
井
ブ
ル
ー
ウ
イ
ン
ド
株
式
会
社

代
表
清
算
人

牧
野

知
寿

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉
一
丁
目
二
八
番
二

八
〇

六
号

株
式
会
社
オ
ガ
ワ

代
表
清
算
人

小
河

恒
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
二
二
番
一
七
号

株
式
会
社
ね
こ
の
手
企
画

代
表
清
算
人

前
田

和
彦





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
三
番
四
号
桑
野

ビ
ル
二
階

Ｂ
Ｔ
Ａ
合
同
会
社

清
算
人

吉
田

直
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
四
丁
目
一
一
番
二
三
号

有
限
会
社
ア
メ
ニ
テ
ィ

清
算
人

藤
田

美
江

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
中
洲
六
番
四
号
日
本
橋
グ

リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
一
〇
一
号
室

有
限
会
社
フ
ォ
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

清
算
人

田
中

信
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
一
丁
目
八
番
一
一
号

株
式
会
社
サ
イ
ア
ン
ラ
ボ

代
表
清
算
人

木
立

宜
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二

一
九

一
五
宮
益
坂
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
六
〇
九

Ｔ
ａ
ｂ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
合
同
会
社

清
算
人

蛯
原

裕
弥

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
町
田
市
金
井
八
丁
目
二
八
番
二
号

モ
リ
タ
ヤ
・
ア
ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

盛
田

明
良

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
七
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
〇
番
五
号
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
赤
坂
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

内

一
般
社
団
法
人
テ
ィ
ー
ア
ー
ル
・
ナ
イ
ン

代
表
清
算
人

上
田

新

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
〇
番
五
号
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
赤
坂
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

内

合
同
会
社
テ
ィ
ー
ア
ー
ル
・
ナ
イ
ン

清
算
人

上
田

新

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
世
田
谷
区
成
城
六
丁
目
二
三
番
一
二
号

株
式
会
社
３
２

代
表
清
算
人

柴

也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
江
戸
川
区
松
江
二
丁
目
一
番
一
三

三
一

〇
号

星
瀾
投
資
管
理
株
式
会
社

代
表
清
算
人

姚

勇
杰

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
四
丁
目
一
四
番
地
四
谷
ス
カ

イ
コ
ー
ポ
五
〇
二

株
式
会
社
Ａ
ａ
ｎ
ｄ
Ｙ

代
表
清
算
人

村
田

明
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
北
青
山
一
丁
目
三
番
一
号
ア
ー
ル

キ
ュ
ー
ブ
青
山
三
階

株
式
会
社
ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｉ
ｑ

代
表
清
算
人

竹
本

千
恵

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
五
号
浜
松
町

ダ
イ
ヤ
ビ
ル
二
階

合
同
会
社
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ

清
算
人

村
松

寛
紀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
に
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二

一
一

一
山
王

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
四
階

株
式
会
社
岩
崎
フ
ー
ド

代
表
清
算
人

車
田

惠
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
高
輪
一
丁
目
三
番
一
三
号

Ａ
Ｃ
Ｓ
運
営
合
同
会
社

清
算
人

鈴
木
美
紀
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
五
丁
目
一
番
六
号
第
二
矢

島
ビ
ル
三
階
Ａ
号

瑞
穂
電
工
株
式
会
社

代
表
清
算
人

常
岡

淳

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
三
栄
町
一
三
番
一
八
号

一
般
社
団
法
人
漢
方
産
業
化
推
進
研
究
会

代
表
清
算
人

大
塚

賢
治
（
渡
邉

賢
治
）





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
南
町
三
丁
目
四
番
一
四
号

株
式
会
社
ハ
ン
ヨ
ン

代
表
清
算
人

金

泳

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
高
輪
三
丁
目
二
五
番
二
九
号

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

村
田

敦

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
世
田
谷
区
若
林
五
丁
目
三
七
番
一
七
号

日
興
紙
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

小
林

三
吉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
一
丁
目
二
番
七
号
林
ビ
ル

二
Ｆ

山
橋
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

村
上

大
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
北
区
上
十
条
二
丁
目
一
五
番
二
号

株
式
会
社
遊

代
表
清
算
人

葉
方

八
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
西
原
一

三
八

三

ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
合
同
会
社

清
算
人

杉
原

剛

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
世
田
谷
区
深
沢
二
丁
目
一
番
一
三

四
〇

四
号

ラ
ナ
イ
合
同
会
社

清
算
人

酒
井

智
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
台
東
区
池
之
端
二
丁
目
一
番
二
五

二
〇

七
号

株
式
会
社
シ
ュ
ウ
ビ

代
表
清
算
人

矢
澤

真
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
足
立
区
保
塚
町
一
九
番
一
三
号
グ
ラ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
Ｍ
二
〇
七ク

レ
ス
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
清
算
人

宮
沢

勝
正

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
二
丁
目
二
番
九
号
三
祥
ビ

ル
二
一
三
号
室

Ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

陳

小
龍

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
六
番
二
号

一
般
社
団
法
人
エ
ヌ
・
エ
ー
・
エ
ヌ

代
表
清
算
人

下
吹
越
一
孝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
中
落
合
二
丁
目
二
三
番
一
四
号

Ｅ
Ｙ
Ｅ
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

金
子

英
隆

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
荒
川
区
町
屋
一
丁
目
二
五
番
二
三
号

有
限
会
社
柿
沼
製
作
所

清
算
人

柿
沼

貞
光

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
中
野
区
弥
生
町
三
丁
目
五
番
一
八
号
グ

レ
ー
ス
Ｆ
、
Ｂ
〇
八

観
通
株
式
会
社

代
表
清
算
人

李

磊

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
丁
目
一
五
番
地
二

階
二
一
四
号

野
亀
文
化
株
式
会
社

代
表
清
算
人

テ
イ
・
エ
キ
ハ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
一
丁
目
三
四
番
五
号
い
ち

ご
東
池
袋
ビ
ル
六
階

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ロ
エ
ッ
ジ

代
表
清
算
人

百
瀬

将
悟

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
一
〇
番
五
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
赤
坂
ミ
ュ
ー
ズ

清
算
人

柳
瀬

孝
子





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
町
一
二
番
地
五

Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

松
岡

美
紀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
目
黒
区
目
黒
本
町
二
丁
目
一
八
番
三
号

株
式
会
社
メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
ラ
ボ

代
表
清
算
人

明
田
川

司

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
に
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
富
沢
町
四

一
〇
・
二

Ｆ

四

ス
コ
リ
オ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

オ
デ
ー
ゴ
フ
・
イ
ェ
ゴ
ー
ル

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
品
川
区
西
品
川
三
丁
目
二
〇
番
八
号

Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

氏
家

好
野

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

合
同
会
社
Ｃ
Ｐ
Ｆ
フ
ィ
ル
ム
フ
ァ
ン
ド
２

清
算
人

池
田

勉

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
三
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
コ
メ
ン
ド

代
表
清
算
人

梁
瀨

泰
孝

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
大
田
区
北
嶺
町
二
九
番
一
八
号

有
限
会
社
フ
ラ
ッ
ツ

清
算
人

小
池

米
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
大
田
区
多
摩
川
二
丁
目
一
八
番
一
五
号

有
限
会
社
坂
本
製
作
所

清
算
人

坂
本

良
房

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
四
丁
目
一
八
番
九
号
ボ

ヌ
ー
ル
表
参
道
三
〇
七

株
式
会
社
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ

代
表
清
算
人

髙
森

慎
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
奈
川
県
大
和
市
下
鶴
間
二
八
三
二
番
地
三

株
式
会
社
ト
ク
ヨ
ー

代
表
清
算
人

石
塚
公
壱
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
城
南
一
丁
目
二
一
番
一
六
〜
五

〇
八
号

ナ
ミ
キ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
清
算
人

井
上

能
成

解
散
公
告

当
社
は
、
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
奈
川
県
小
田
原
市
栢
山
二
四
六
七
番
地
の
一

株
式
会
社
光
巧
舎

代
表
清
算
人

飯
田

悟

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
山
内
町
一
番
地
の
一

株
式
会
社
伊
勢
三

代
表
清
算
人

小
泉

伸
一

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
三
五
〇
番
地

有
限
会
社
ト
ラ
ス
テ
ィ

清
算
人

鈴
木

郁
光

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

横
浜
市
港
南
区
野
庭
町
四
三
六
番
地

有
限
会
社
寿
山
工
務
店

清
算
人

壽
山

一
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
菅
三
丁
目
一
二
番
四
五
号

株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ア
シ
ス
ト

代
表
清
算
人

向
山

幸
江

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
致
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
浅
間
町
一
丁
目
四
番
三
号

ウ
ィ
ザ
ー
ド
ビ
ル
四
〇
二ブ

ラ
ウ
パ
ウ
ゼ
合
同
会
社

代
表
清
算
人

寄
宗

千
恵





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
臨
時
株
主

総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

新
潟
県
燕
市
吉
田
鴻
巣
一
七
五
番
三

株
式
会
社
ワ
タ
ナ
ベ

清
算
人

渡
邉

正

右
代
理
人

弁
護
士

上
遠
野
鉄
也

連
絡
先

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
米
山
四
丁
目
一

番
二
三
号
米
山
Ｎ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
六
階

弁
護
士
法
人
リ
ー
ガ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

法
律
事
務
所

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

富
山
県
射
水
市
西
広
上
八
五
番
地
の
三

有
限
会
社
エ
ス
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

清
算
人

表

隆
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

長
野
県
茅
野
市
豊
平
四
七
三
四
番
地
六
九
五
六

有
限
会
社
森
の
ア
ト
リ
エ

清
算
人

萩
原

伸
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

長
野
県
上
田
市
芳
田
四
六
八
番
地
六

株
式
会
社
空
家
の
お
ま
わ
り
さ
ん

代
表
清
算
人

宮
下

幸
良

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

岐
阜
市
茜
部
本
郷
三
丁
目
一
三
五
番
地
の
一

堀
江
ビ
ル
有
限
会
社

清
算
人

堀
江

範
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

岐
阜
県
中
津
川
市
太
田
町
三
丁
目
四
番
一
二
号

中
津
川
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

鈴
木
幸
太
郎

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
四
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

静
岡
県
沼
津
市
大
岡
一
四
三
一
番
地
の
五
一
シ
ャ

リ
エ
大
岡
公
園
四
〇
九
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

協
会

清
算
人

髙
橋

達
也

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
田
町
二
二
四
番
地
の
二
二

有
限
会
社
ヌ
ー
ヴ
ォ

清
算
人

鈴
木

捷
二

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

静
岡
県
熱
海
市
熱
海
一
八
三
九
番
地
五

株
式
会
社
ス
パ
イ
ラ
ル
ス
テ
ッ
プ

代
表
清
算
人

関
口

智
宏

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

愛
知
県
一
宮
市
東
印
田
町
九
番
地
二

有
限
会
社
日
野
製
作
所

清
算
人

日
野

正
典

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

名
古
屋
市
中
川
区
八
熊
通
五
丁
目
五
五
番
地

株
式
会
社
シ
ゲ
キ
ア
ド
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ

代
表
清
算
人

伊
藤

里
絵

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
四
丁
目
二
四
番
五
号
第
２

森
ビ
ル
四
〇
一

ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
村

清
隆

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

滋
賀
県
守
山
市
梅
田
町
二
番
一
号
セ
ル
バ
守
山
三

〇
七

Ｂ
号

株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｐ

代
表
清
算
人

美
馬

規
良

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

京
都
市
下
京
区
二
ノ
宮
町
通
正
面
下
る
上
二
之
宮

町
四
一
一
番
地

有
限
会
社
赤
尾
機
械
刃
物
工
業
所

清
算
人

赤
尾

尚
志

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
九
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

京
都
府
舞
鶴
市
字
下
安
久
六
四
七
番
地
の
一

特
定
非
営
利
活
動
法
人
山
悠
遊
森
林
サ
ポ
ー
ト

ま
い
づ
る

清
算
人

飯
田

啓
晶

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
府
寝
屋
川
市
平
池
町
三
二
番
三
八

七
一
〇
号

合
同
会
社
ロ
ン
グ
ブ
ラ
イ
ト

清
算
人

永
野

明
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
府
岸
和
田
市
下
松
町
五
丁
目
五
番
一
五
号

株
式
会
社
Ｍ
Ｔ
Ｍ

代
表
清
算
人

田
中

優
宏





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
府
岸
和
田
市
下
松
町
五
丁
目
五
番
一
五
号

株
式
会
社
今
昔
工
房

代
表
清
算
人

田
中

優
宏

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
府
岸
和
田
市
下
松
町
五
丁
目
五
番
一
五
号

有
限
会
社
シ
ン
タ
ッ
ク
ス

清
算
人

田
中

優
宏

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
二
丁
目
七
番
一
一
号

宇
宙
コ
ド
モ
研
究
所
合
同
会
社

清
算
人

森
井
マ
ス
ミ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
市
西
区
立
売
堀
四
丁
目
七
番
二
五
号

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｙ
Ｍ
Ｏ

代
表
清
算
人

大
西
雄
季
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
市
住
之
江
区
西
加
賀
屋
一
丁
目
二
番
五
六

八
二
三
号

日
本
至
柚
株
式
会
社

代
表
清
算
人

李

云

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
府
堺
市
堺
区
北
向
陽
町
二
丁
二
番
七
号

山
亀
物
流
株
式
会
社

代
表
清
算
人

髙
田

裕
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
府
堺
市
西
区
浜
寺
石
津
町
中
四
丁
三

七

Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

前
原

幸
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
市
此
花
区
西
九
条
二
丁
目
一
五

二
八

株
式
会
社
和

代
表
清
算
人

山
本

恵

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
市
西
区
京
町
堀
一
丁
目
八
番
三
五
号
四
ツ
橋

鴻
池
ビ
ル
四
Ｆ

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

代
表
清
算
人

大
橋

拓
海

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

兵
庫
県
宝
塚
市
小
林
二
丁
目
一
二
番
二
八
号
井
上

小
林
ビ
ル
二
Ｆ

株
式
会
社
こ
も
れ
び

代
表
清
算
人

谷
口

稔

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

奈
良
県
橿
原
市
北
八
木
町
一
丁
目
一
番
八
号
橿
原

中
央
ビ
ル
五
階株

式
会
社
森
村
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
清
算
人

森
村

博
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

岡
山
市
北
区
矢
坂
本
町
一
三

一

有
限
会
社
三
田
工
務
店

清
算
人

三
田

顯

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

岡
山
県
新
見
市
神
郷
高
瀬
二
四
七
八
番
地

有
限
会
社
高
瀬
石
油

清
算
人

信
谷

昌
吾

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

広
島
県
東
広
島
市
西
条
町
寺
家
七
九
六
三

五

ｓ
．
ａ
．
ｂ
ｏ
ｘ
寺
家
Ａ
棟
二
〇
四

Ｄ
ｏ
ｍ
ｅ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

イ
エ
ン
・
ユ
エ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

徳
島
市
助
任
橋
一
丁
目
二
四
番
地
一

有
限
会
社
ウ
イ
ズ

清
算
人

村
木

力

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

徳
島
県
徳
島
市
北
常
三
島
町
二
丁
目
四
五
番
地
一

有
限
会
社
稲
塚

清
算
人

稲
塚

景
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

愛
媛
県
松
山
市
二
番
町
二
丁
目
三
番
地
二

株
式
会
社
三
好
食
産

代
表
清
算
人

三
好

哲
生





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

高
知
市
孕
西
町
二
一
〇
番
地

有
限
会
社
高
知
新
聞
美
濃
部
販
売
所

清
算
人

美
濃
部
茂
正

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
中
洲
五
丁
目
三
番
八
号
ア

ク
ア
博
多

ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
村

清
隆

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

福
岡
市
博
多
区
那
珂
六
丁
目
二
一
番
四

七
〇
一
号

有
限
会
社
錦
自
動
車
工
業

清
算
人

飯
田

義
則

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

福
岡
市
中
央
区
赤
坂
一
丁
目
一
一
番
一
三
号
赤
坂

塚
田
ビ
ル
六
階

株
式
会
社
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン

代
表
清
算
人

髙
森

慎
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

長
崎
市
小
ケ
倉
町
三
丁
目
四
六
六
番
地
三

株
式
会
社
菱
輝

代
表
清
算
人

江
口

明

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
七
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
分
市
大
在
中
央
二
丁
目
五
番
一
一
号

有
限
会
社
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

清
算
人

植
田

麗
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

宮
崎
県
宮
崎
市
青
島
一
丁
目
一
六
番
六
四
号

株
式
会
社
青
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

代
表
清
算
人

冨
森

信
作

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

沖
縄
県
宮
古
島
市
城
辺
字
福
里
九
一
六
番
地

有
限
会
社
沖
西
建
設

清
算
人

西
里

和
彦

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
六
日
福
島
地
方
裁
判
所

会
津
若
松
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

福
島
県
喜
多
方
市
熊
倉
町
雄
国
字
村
中
甲
二
三
一

番
地
ロ

宗
教
法
人
禊
教
雄
国
分
院
教
会

清
算
人

弁
護
士

舟
城

善
貴

連
絡
先

福
島
県
会
津
若
松
市
大
町
二
丁
目
十
一

番
二
十
三
号
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
ビ
ル
二
階

舟
城
法

律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
日
責
任
役
員
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

三
重
県
松
阪
市
嬉
野
矢
下
町
五
六
六
番
地

東
禅
寺

清
算
人

西
村

倫
也

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
十
四
日
社
員
総
会
の
決
議

並
び
に
三
重
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
七
月
九

日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
上
里
三
五
〇
番
地
一

医
療
法
人
充
仁
会

清
算
人

林

丘

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
公
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
三
日
、
香
川
県
知
事

の
認
可
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
公
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

香
川
県
さ
ぬ
き
市
志
度
五
三
八
五
番
地
八

さ
ぬ
き
市
土
地
開
発
公
社

代
表
清
算
人

中
村

修

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
福
岡
地
方
裁
判
所

飯
塚
支
部
の
解
散
命
令
の
確
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

福
岡
県
嘉
麻
市
漆
生
七
六
四
番
地宗

教
法
人
地
藏
院

清
算
人

弁
護
士

枡
田

晃
久

連
絡
先

福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
一
四
三
一

一

枡
田
法
律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
福
岡
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
七
年

十
二
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
若
宮
二
丁
目
六
番
一
号

医
療
法
人
む
ら
つ
か
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

村
塚

幸
穂

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
二
日
に
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第

一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
小
平
市
花
小
金
井
南
町
三
丁
目
四
〇
番
二
号

医
療
法
人
社
団
三
樹
会

清
算
人

岩
崎

真
樹

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
京
都
府
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八

年
七
月
二
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月

十
七
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

京
都
府
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
東
作
り
道
五
番
地
一

医
療
法
人
社
団
柳
沢
診
療
所

清
算
人

柳
澤

彌

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
東
京
都
知
事
認
可

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
十
七
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
九
番
一
号

原
町
一
丁
目
７
番
・
８
番
地
区
防
災
街
区
整
備

事
業
組
合

代
表
清
算
人

正
村

弘
三





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
公
社
は
、
長
野
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の

で
、
当
公
社
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲

載
（
令
和
八
年
八
月
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
飯
島
二
五
三
七
番
地

飯
島
町
土
地
開
発
公
社

代
表
清
算
人

宮
下

寛

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
開
催
の
責
任
役
員
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
五
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
大
野
一
四
二
二

番
地

宗
教
法
人
楞
嚴
寺

清
算
人

西
山

十
海

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
開
催
の
責
任
役
員
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
五
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
田
垣
内
七
五
五

番
地

宗
教
法
人
寳
珠
寺

清
算
人

西
山

十
海

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
開
催
の
責
任
役
員
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
五
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
熊
瀬
川
六
二
一

番
地

宗
教
法
人
両
谷
寺

清
算
人

西
山

十
海





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 137,703,682
固 定 資 産 23,043,515
資 産 合 計 160,747,197

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 150,247,277
固 定 負 債 10,084,722
株 主 資 本 385,058
資 本 金 106
利 益 剰 余 金 384,951
評価・換算差額等 30,140
負債・純資産合計 160,747,197

第 26 期決算公告 令和８年８月19日
英領西インド諸島、ケイマン諸島、グラ
ンド・ケイマン、ジョージ・タウン、サ

フレスコ・アセット・
ファンディング・コーポレーション
日本における代表者 内山隆太郎

ウス・チャーチ・ストリート、ウグラン
ド・ハウス、私書箱309号

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 52 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

千葉県八千代市上高野1728番地５
株式会社ＴＯＡシブル
代表取締役 安池慎一郎

貸借対照表の要旨 (令和８年４月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,057 流 動 負 債 1,377
固 定 資 産 2,372 固 定 負 債 1,471

株 主 資 本 1,580
資 本 金 80
資 本 剰 余 金 20
資 本 準 備 金 19
その他資本剰余金 0
利 益 剰 余 金 1,773
利 益 準 備 金 7
その他利益剰余金 1,765
(うち当期純利益) (67)
自 己 株 式 292

資 産 合 計 4,429 負債・純資産合計 4,429

第 28 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都中央区京橋一丁目８番７号
ハイトスコーポレーション株式会社

代表取締役 藤原 修司
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 11,504,238 流 動 負 債 5,748,343
固 定 資 産 3,802,482 固 定 負 債 1,754,960
繰 延 資 産 893 株 主 資 本 7,804,309

資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 100,000
資 本 準 備 金 100,000
利 益 剰 余 金 7,849,802
利 益 準 備 金 23,940
その他利益剰余金 7,825,862
(うち当期純利益) (1,179,041)
自 己 株 式 245,492

資 産 合 計 15,307,613 負債・純資産合計 15,307,613

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報


株
式
会
社
佐
藤
工
務
店

静
岡
県
知
事

第
4052号


代
表
取
締
役
佐
藤
慰
武

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区

八
幡
三
丁
目
16番
１
号

1000万

円

静
岡
県
知
事

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
八
幡
三
丁
目
16番
１
号
株
式

会
社
佐
藤
工
務
店
代
表
取
締
役
佐
藤
慰
武


株
式
会
社
マ
ル
ナ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

香
川
県
知
事
第

第
2475号


代
表
取
締
役
中
山
明
憲

香

川
県
高
松
市
中
新
町
12番

地
１


1000万

円

香
川
県
知
事


東
京
都
港
区
新
橋
６
丁
目
15番

１
号

503号
（
旧
本
店
香
川
県
高
松
市
中
新
町
12番
地
１
）
株
式
会
社
マ
ル
ナ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
中
山

明
憲

記
年

度
番

号
商
号
又
は

名
称

免
許
証

番
号

(代
表
者

の
)氏
名

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

営
業
保
証
金

相
当
額

令
８
不
保
575

株
式
会
社
リ
・

セ
ー
ル

北
海
道
知
事

石
狩

7847

代
表
取
締
役

瀬
間
道
孝

北
海
道
札
幌
市
豊
平
区
西

岡
１
条
９

８

13

1000万
円

令
８
不
保
576

株
式
会
社
ア
ー

ス
ビ
ル
ド

宮
城
県
知
事


7023

代
表
取
締
役

藤
原
裕
喜

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
富

沢
２

８

20

1000万
円

令
８
不
保
577

Ｊ
カ
ン
パ
ニ
ー

株
式
会
社

茨
城
県
知
事


7220

代
表
取
締
役

菅
谷
元
考

茨
城
県
鹿
嶋
市
鉢
形
台

１

１

４

1000万
円

令
８
不
保
578

株
式
会
社
ス
カ

イ
ネ
ッ
ト
・
Ｂ

Ｇ

茨
城
県
知
事


7693

代
表
取
締
役

小
林
研
人

茨
城
県
水
戸
市
元
吉
田
町

917
１

1000万
円

令
８
不
保
579

株
式
会
社
ア
ト

ム
・
エ
ス
テ
ー

ト

埼
玉
県
知
事


23159

代
表
取
締
役

峯
美
津
男

埼
玉
県
上
尾
市
今
泉

603
２

1000万
円

宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
30条
及
び
宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規
則
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
ま
す
。

下
記
の
者
に
係
る
営
業
保
証
金
に
つ
き
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
27条
第
１
項
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因
た
る
事
実
並
び
に
住
所
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し
た

申
出
書
２
通
を
下
記
提
出
先
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
前
記
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係
る
営
業

保
証
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
８
月
19
日

記
［
掲
載
順
序
］


商
号
又
は
名
称

免
許
証
番
号

（
代
表
者
の
）
氏
名

事
務
所
の
所
在
地

営
業
保
証
金
の
額

申

出
書
提
出
先

掲
載
者
住
所
、
商
号
又
は
名
称
及
び
氏
名

宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
弁
済
業
務
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
64条
の
11第
４
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
不
動
産
保
証
協
会
（
以
下
「
保
証
協
会
」
と
い
う
。）の
社
員
で
あ
る
下
記
の
者
と
、
宅
地
建
物
の
取

引
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
債
権
に
つ
き
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
64条
の
８
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
弁
済

の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
同
法
施
行
規
則
第
26条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る

認
証
申
出
書
３
通
を
保
証
協
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
認
証
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係

る
弁
済
業
務
保
証
金
分
担
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
８
月
19
日

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
番
30号

公
益
社
団
法
人
不
動
産
保
証
協
会


株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｎ


千
葉
県
知
事

16234


代
表
取
締
役

坂
征
郎


千
葉
県
市
原
市
養
老
1163

２

1000万

円

千
葉
県
知
事

千
葉
県
市
原
市
養
老
1163

２
株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
代
表
取
締
役

坂
征
郎





令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

令８不保580 株式会社ゆの
き

埼玉県知事
23179

代表取締役
柚木正次郎

埼玉県久喜市高柳
1476１

1000万円

令８不保581 株式会社ハウ
スウィズ

千葉県知事
16569

代表取締役
後藤信太郎

千葉県松戸市稔台１
1624

1000万円

令８不保582 株式会社イズ 千葉県知事
17940

代表取締役
林律子

千葉県長生郡白子町中
里5033１

1000万円

令８不保583 株式会社あー
ばん

千葉県知事
17917

代表取締役
向田邦晴

千葉県船橋市本町６
３10

1000万円

令８不保584 株式会社コク
エイ

東京都知事
58762

代表取締役
鈴木克彦

東京都練馬区南田中
１17７

1000万円

令８不保585 株式会社日本
ビルワーク

東京都知事
63832

代表取締役
三澤政興

東京都千代田区九段南
４８35

1000万円

令８不保586 株式会社スマ
イル・ライフ

東京都知事
70248

代表取締役
永井宣和

東京都国立市富士見台
４10９

1000万円

令８不保587 株式会社アー
バンウオーク

東京都知事
94806

代表取締役
坂亮

東京都中央区銀座７
８19

1000万円

令８不保588 株式会社ＡＬ
ＣＨＥＭⅠＳ
Ｔ

東京都知事
99681

代表取締役
堀越健志

東京都港区東麻布３
４６

1000万円

令８不保589 株式会社Ｇｒ
ｅｅｎＦｏｒ
ｅｓｔ

東京都知事
101428

代表取締役
森篤史

東京都千代田区九段北
１５５

1000万円

令８不保590 ルーシュ・
パートナーズ
株式会社

東京都知事
102046

代表取締役
西山聡

東京都渋谷区神山町
1115

1000万円

令８不保591 合同会社アズ
プラン

東京都知事
108943

代表社員
株式会社ア
ズ企画設計
職務執行者
松本俊人

東京都千代田区丸の内
１６２

1000万円

令８不保592 株式会社ＮＳ
Ｒ

東京都知事
111157

代表取締役
大串奈緒史

東京都渋谷区神南１
2314

1000万円

令８不保593 アリタ 神奈川県知事
12950

有田憲次 神奈川県横浜市神奈川
区羽沢町1495

1000万円

令８不保594 有限会社真和
エステート

神奈川県知事
21854

代表取締役
笠原和夫

神奈川県相模原市緑区
橋本３2922

1000万円

令８不保595 合同会社協和
リアルエス
テート

神奈川県知事
28761

代表社員
大場健司

神奈川県横浜市神奈川
区台町８14

1000万円

令８不保596 ＡｓｉａＨｏ
ｍｅ株式会社

神奈川県知事
29068

代表取締役
徳山大

神奈川県川崎市川崎区
東田町1025

1000万円

令８不保597 株式会社サン
セットハウス

神奈川県知事
31290

代表取締役
葉文峰

神奈川県横浜市神奈川
区栄町２１

1000万円

令８不保598 株式会社ソル
ティエラ

神奈川県知事
31977

代表取締役
小林智代

神奈川県川崎市中原区
小杉町３445

1000万円

令８不保599 株式会社ユー
シティ

神奈川県知事
32235

代表取締役
戸塚勇志

神奈川県横浜市神奈川
区三ツ沢上町５１

1000万円

令８不保600 山一不動産 石川県知事
3818

山啓一 石川県小松市今江町
５448

1000万円

令８不保601 東京企画 福井県知事
1734

木下智就 福井県福井市上野本町
１901

1000万円

令８不保602 株式会社ダイ
トク

愛知県知事
22679

代表取締役
松山英哲

愛知県名古屋市西区中
小田井５404１

1000万円

令８不保603 株式会社ＣＲ
ＥＶＡ

愛知県知事
24664

代表取締役
岡村雄

愛知県名古屋市西区浅
間１５５

1000万円

令８不保604 株式会社中京
電力

愛知県知事
24806

代表取締役
岩崎藍

愛知県名古屋市西区城
西５27１

1000万円

令８不保605 株式会社グッ
ドワン

愛知県知事
25574

代表取締役
村松良一

愛知県名古屋市中区栄
３４15

1000万円

令８不保606 有限会社ハウ
スフリー

京都府知事
12352

代表取締役
松本 博

京都府京都市山科区日
ノ岡朝田町1516

1000万円

令８不保607 有限会社ケイ
エスアイ

京都府知事
13682

代表取締役
加藤昌洋

京都府京都市中京区壬
生上大竹町15６

1000万円

令８不保608 株式会社ナサ
ホーム

大阪府知事
44891

代表取締役
大城茂

大阪府大阪市北区角田
町８１

1000万円

令８不保609 ＣＪＯ株式会
社

大阪府知事
48273

代表取締役
谷田理絵

大阪府大阪市中央区南
船場２1020

1000万円

令８不保610 環境技術開発
株式会社

大阪府知事
60541

代表取締役
神田貢作

大阪府堺市北区百舌鳥
陵南町１丁16１

1000万円

令８不保611 株式会社皆幸 大阪府知事
62585

代表取締役
五十嵐豊

大阪府大阪市中央区大
手通３３３

1000万円

令８不保612 株 式 会 社
ウォーレン

大阪府知事
62862

代表取締役
徳山伸一

大阪府大阪市中央区南
船場１16２

1000万円

令８不保613 株式会社オー
ツーリライア
ンス

大阪府知事
65545

代表取締役
荻野昌子

大阪府豊中市山ノ上町
1618

1000万円

令８不保614 株式会社ＧＫ
ＹＨＯＭＥ

大阪府知事
66591

代表取締役
木村昌光

大阪府和泉市伯太町
４1353

1000万円

令８不保615 有限会社ギャ
ラリーハウス

兵庫県知事
10454

取締役
川口雄士

兵庫県神戸市垂水区宮
本町３32

1000万円

令８不保616 ハピネス企画 鳥取県知事
1418

森本徳春 鳥取県倉吉市北野
100５

1000万円

令８不保617 渡辺不動産 徳島県知事
2970

渡辺茂雄 徳島県阿波市吉野町西
条字出屋敷58

1000万円

令８不保618 株式会社ＹＳ
メガジャパン

福岡県知事
18045

代表取締役
坂本豊

福岡県福岡市早良区次
郎丸６５60

1000万円

令８不保619 株式会社Ｉｎ
ｏＢａｓｉｃ

福岡県知事
20789

代表取締役
村石晋

福岡県福岡市博多区須
崎町５17

1000万円

令８不保620 有限会社ハッ
ピーハウス

佐賀県知事
1394

取締役
野田邦忠

佐賀県佐賀市新栄西
２２３

1000万円

令８不保621 株式会社真建
工房

佐賀県知事
2461

代表取締役
中村武利

佐賀県佐賀市神野西
４15１

1000万円

令８不保622 株式会社大地 佐賀県知事
2509

代表取締役
馬場將嘉

佐賀県伊万里市新天町
２５

1000万円

令８不保623 株式会社ハイ
サイ不動産

沖縄県知事
5275

代表取締役
平川秀人

沖縄県うるま市みどり
町１１６

1000万円

令８不保624 株式会社ゴー
ルデンウッズ

沖縄県知事
4375

代表取締役
赤嶺良一

沖縄県那覇市宇栄原
４４25

1000万円

令８不保625 ⅠＲ琉球株式
会社

沖縄県知事
5066

代表取締役
白仁田慶典

沖縄県那覇市前島２
１９

1000万円

令８不保626 株式会社かね
ふく

沖縄県知事
5067

代表取締役
金城孝幸

沖縄県糸満市字照屋
1201１

1000万円

令８不保627 株式会社セリ
オ

沖縄県知事
5150

代表取締役
金城佳則

沖縄県宜野湾市上原
１1710

1000万円






貸借対照表の要旨(令和７年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 191,509,801
固 定 資 産 203,020
資 産 合 計 191,712,822

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 191,426,048
固 定 負 債 221,989
株 主 資 本 64,784
資 本 金 105
利 益 剰 余 金 64,678
(うち当期純損失) (5,315)

負債・純資産合計 191,712,822

第 26 期決算公告 令和８年８月19日
英領西インド諸島、ケイマン諸島、グラ
ンド・ケイマン、ジョージ・タウン、サ

ベクター・アセット・
ファンディング・コーポレーション
日本における代表者 内山隆太郎

ウス・チャーチ・ストリート、ウグラン
ド・ハウス、私書箱309号

貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 7,238,479
固 定 資 産 1,051,677
資 産 合 計 8,290,157

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,157,829
固 定 負 債 1,051,677
株 主 資 本 80,650
利 益 剰 余 金 80,650
その他利益剰余金 80,650
(うち当期純利益) (12,397)

負債・純資産合計 8,290,157

第 21 期決算公告 令和８年８月19日
英領西インド諸島、ケイマン諸島、グラ
ンド・ケイマン、ジョージ・タウン、サ

アールビーエー・アセット・
ファンディング・コーポレーション
日本における代表者 内山隆太郎

ウス・チャーチ・ストリート、ウグラン
ド・ハウス、私書箱309号

第 24 期決算公告 令和８年８月19日
英領西インド諸島、ケイマン諸島、グラ
ンド・ケイマン、ジョージ・タウン、サ

クレセール・アセット・
ファンディング・コーポレーション
日本における代表者 内山隆太郎

ウス・チャーチ・ストリート、ウグラン
ド・ハウス、私書箱309号

貸借対照表の要旨(令和７年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 218,211,534
固 定 資 産 5,513,000
資 産 合 計 223,724,534

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 218,143,174
固 定 負 債 5,513,000
株 主 資 本 68,360
資 本 金 119
利 益 剰 余 金 68,240
(うち当期純損失) (18,497)

負債・純資産合計 223,724,534

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 67,051,307
資 産 合 計 67,051,307

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 66,979,057
株 主 資 本 72,250
資 本 金 110
利 益 剰 余 金 72,139
その他利益剰余金 72,139
(うち当期純損失) (11,139)

負債・純資産合計 67,051,307

第 29 期決算公告 令和８年８月19日
英領西インド諸島、ケイマン諸島、グラ
ンド・ケイマン、ジョージ・タウン、サ

ネクサス・アセット・
ファンディング・コーポレーション
日本における代表者 内山隆太郎

ウス・チャーチ・ストリート、ウグラン
ド・ハウス、私書箱309号

第 44 期決算公告 令和８年８月19日
群馬県佐波郡玉村町大字樋越524番地１

株式会社ジェムコ
代表取締役 黒田 克己

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資

産

の

部

流 動 資 産 7,466
固 定 資 産 3,446
繰 延 資 産 0
資 産 合 計 10,912

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 6,304
固 定 負 債 3,535
株 主 資 本 1,063
資 本 金 51
利 益 剰 余 金 1,012
利 益 準 備 金 5
その他利益剰余金 1,007
(うち当期純損失) (180)

評価・換算差額等 10
負債・純資産合計 10,912

第 15 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

埼玉県坂戸市伊豆の山町15番地12
株式会社伊豆山会
代表取締役 金子 勉

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 283,094
固 定 資 産 17,388
繰 延 資 産 550
合 計 301,032

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,662
固 定 負 債 40,000
株 主 資 本 241,370
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 238,370
その他利益剰余金 238,370
(うち当期純利益) (15,975)
合 計 301,032

第 30 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
埼玉県川越市松江町一丁目８番地３

株式会社ビーズワン
代表取締役 隅 嘉一

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 96,480
固 定 資 産 66,927
合 計 163,408

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 42,025
固 定 負 債 20,005
株 主 資 本 101,377
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 71,377
利 益 準 備 金 7,500
その他利益剰余金 63,877
(うち当期純利益) (11,677)
合 計 163,408

第 58 期決算公告 令和８年８月19日
埼玉県東松山市大字石橋801番地１

株式会社トランスシティサービス
代表取締役 川村 努

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 633,322
固 定 資 産 122,304
資 産 合 計 755,626

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 493,317
固 定 負 債 66,005
株 主 資 本 196,304
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 186,304
利 益 準 備 金 1,000
その他利益剰余金 185,304
(うち当期純損失) (27,797)

負債・純資産合計 755,626

決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都港区赤坂一丁目11番44号
赤坂インターシティ５階

Forvis・Mazars・Japan株式会社内
Coda Payments Japan株式会社

代表取締役 アビマニュ・シャルマ
貸借対照表の要旨

(令和６年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 146,255
繰 延 資 産 33,820
資 産 合 計 180,075

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 306,668
株 主 資 本 126,593
資 本 金 50
利 益 剰 余 金 126,643
その他利益剰余金 126,643
(うち当期純損失) (12,229)

負債・純資産合計 180,075

決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都港区赤坂一丁目11番44号
赤坂インターシティ５階

Forvis・Mazars・Japan株式会社内
Coda Payments Japan株式会社

代表取締役 アビマニュ・シャルマ
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 768,589
繰 延 資 産 33,222
資 産 合 計 801,811

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 926,245
株 主 資 本 124,434
資 本 金 50
利 益 剰 余 金 124,484
その他利益剰余金 124,484
(うち当期純利益) (2,158)

負債・純資産合計 801,811

第 16 期決算公告 令和８年８月19日
東京都中央区日本橋茅場町２丁目７番10号

茅場町第三長岡ビル10階
Prior Scientific株式会社

代表取締役 ルーカス・オリバーフロスト
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 97,256
固 定 資 産 740
合 計 97,996

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20,995
株 主 資 本 77,001
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 65,150
その他利益剰余金 65,150
(うち当期純利益) (19,321)
為替換算調整勘定 1,851
合 計 97,996

第 24 期決算公告 令和８年８月19日
東京都千代田区外神田四丁目12番６号
秋葉原アークビル
株式会社ＣＯＣＯ ＳＴＡＦＦ

代表取締役 山口 賢一
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 237,484
固 定 資 産 259,281
合 計 496,765

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 155,483
(賞与引当金) (1,080)
固 定 負 債 212,153
株 主 資 本 129,129
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 119,129
利 益 準 備 金 300
その他利益剰余金 118,829
(うち当期純利益) (3,149)
合 計 496,765

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 26 期決算公告 令和８年８月19日
東京都千代田区外神田四丁目12番６号
秋葉原アークビル
株式会社ファインコミュニケーションズ

代表取締役 山口 賢一
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 169,385
固 定 資 産 60,663
繰 延 資 産 130
合 計 230,179

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 49,411
固 定 負 債 121,390
株 主 資 本 59,378
資 本 金 70,000
利 益 剰 余 金 10,621
その他利益剰余金 10,621
(うち当期純利益) (1,802)
合 計 230,179

第 16 期決算公告 令和８年６月25日
新潟県新潟市中央区笹口二丁目13番地11
笹口Ｉ・Ｈビル

アグリノート株式会社
代表取締役 渡辺 拓也

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 315,995
固 定 資 産 173,931
資 産 合 計 489,926

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 128,832
株 主 資 本 361,093
資 本 金 35,000
資 本 剰 余 金 1,485,080
資 本 準 備 金 795,040
その他資本剰余金 690,040
利 益 剰 余 金 1,158,986
その他利益剰余金 1,158,986
(うち当期純損失) (54,186)

負債・純資産合計 489,926

第８期決算公告 令和８年８月19日
神奈川県鎌倉市二階堂837番地

株式会社くらつぐ
代表取締役 松宮 大輔

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 44,122
固 定 資 産 110,451
繰 延 資 産 319
合 計 154,893

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 44,678
固 定 負 債 164,348
株 主 資 本 54,133
資 本 金 88,220
資 本 剰 余 金 69,720
資 本 準 備 金 69,720
利 益 剰 余 金 212,073
その他利益剰余金 212,073
(うち当期純損失) (20,498)
合 計 154,893

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
神奈川県足柄下郡箱根町湯本210番地２

株式会社むすび家
代表取締役 中井 清人

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 121,937
固 定 資 産 329,513
資 産 合 計 451,451

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 598,924
負 債 合 計 598,924
株 主 資 本 147,473
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 157,473
その他利益剰余金 157,473
(うち当期純損失) (284)
純資産合計 147,473
負債・純資産合計 451,451

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
神奈川県足柄下郡箱根町湯本210番地２

株式会社ＡＡ
代表取締役 中井 清人

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 18,046
固 定 資 産 20
資 産 合 計 18,066

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 192
負 債 合 計 192
株 主 資 本 17,874
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 16,874
その他利益剰余金 16,874
(うち当期純利益) (863)
純資産合計 17,874
負債・純資産合計 18,066

第 41 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
岐阜県各務原市鵜沼西町三丁目71番地

株式会社ニッシン
代表取締役 水谷 友泰

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 362,027
固 定 資 産 117,951
合 計 479,978

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 157,182
固 定 負 債 45,895
株 主 資 本 276,900
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 25,000
利 益 剰 余 金 241,900
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 239,400
(うち当期純利益) (3,404)
合 計 479,978

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
岐阜県各務原市鵜沼西町三丁目71番地

株式会社イー・オー・シー
代表取締役 佐藤 優

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 195,039
固 定 資 産 48,648
合 計 243,687

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 79,426
固 定 負 債 10,458
株 主 資 本 141,981
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 25,000
利 益 剰 余 金 86,981
その他利益剰余金 86,981
(うち当期純利益) (26,987)

評価・換算差額等 11,820
合 計 243,687

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
岐阜県各務原市テクノプラザ一丁目１番地

106号
ニチリンインターナショナル株式会社

代表取締役 中山 裕
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 3,042,370
固 定 資 産 73,095
合 計 3,115,466

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,903,736
固 定 負 債 227,605
株 主 資 本 984,125
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 959,125
利 益 準 備 金 6,250
その他利益剰余金 952,875
(うち当期純利益) (467,924)
合 計 3,115,466

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

愛知県刈谷市昭和町二丁目37番
株式会社日輪ホールディングス

代表取締役 中山伊知郎
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 990,287
固 定 資 産 1,037,300
合 計 2,027,588

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 244,255
株 主 資 本 1,783,332
資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 33,355
利 益 剰 余 金 1,689,976
利 益 準 備 金 15,000
その他利益剰余金 1,674,976
(うち当期純利益) (392,218)
合 計 2,027,588

第 31 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

愛知県刈谷市昭和町二丁目37番
株式会社日輪

代表取締役 中山伊知郎
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,545,177
固 定 資 産 2,192,421
合 計 3,737,598

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,459,331
固 定 負 債 831,431
株 主 資 本 1,446,835
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 70,000
利 益 剰 余 金 1,276,835
その他利益剰余金 1,276,835
(うち当期純利益) (276,616)
合 計 3,737,598

第 24 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

名古屋市緑区姥子山三丁目408番地
株式会社ライフ・コーポレーション

代表取締役 塚 透
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 168,432
固 定 資 産 28,097
合 計 196,529

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 41,260
固 定 負 債 2,926
株 主 資 本 153,154
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 143,154
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 140,654
(うち当期純利益) (26,013)

評価・換算差額等 810
合 計 196,529

第 20 期 決 算 公 告
令和８年６月 18 日
愛知県名古屋市東区矢田東３番28号
株式会社名鉄ペットライフメイト

代表取締役社長 石外 健
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 25,292
固 定 資 産 31,915
合 計 57,208

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 40,008
固 定 負 債 34,296
株 主 資 本 17,095
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 20,095
その他利益剰余金 20,095
(うち当期純利益) (19,237)
合 計 57,208

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 20 期決算公告 令和８年７月20日
京都府京丹後市弥栄町溝谷3464番地
京丹後市総合サービス株式会社

代表取締役 新井 清宏
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 226,643
固 定 資 産 2,998
資 産 合 計 229,642

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 73,651
固 定 負 債 1,500
負 債 合 計 75,151
株 主 資 本 154,491
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 134,491
その他利益剰余金 134,491
(うち当期純利益) (793)
純資産合計 154,491
負債・純資産合計 229,642

第 80 期決算公告 2026年７月30日
大阪市北区野崎町６番13号

西部ゴム株式会社
代表取締役 加藤 廣

貸借対照表の要旨(2026年５月20日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 4,852,485
固 定 資 産 3,014,475
合 計 7,866,961

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,186,999
固 定 負 債 755,956
株 主 資 本 2,924,005
資 本 金 48,000
利 益 剰 余 金 2,877,249
利 益 準 備 金 12,000
その他利益剰余金 2,865,249
(うち当期純利益) (171,728)
自 己 株 式  1,244
合 計 7,866,961

第 11 期 決 算 公 告
令和８年７月 24 日
大阪府大阪市北区梅田１丁目１番３

株式会社ネクイノ
代表取締役 石井 健一

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 6,876,042
固 定 資 産 1,563,103
合 計 8,439,145

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,741,028
固 定 負 債 1,910
株 主 資 本 4,696,204
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 4,596,204
その他利益剰余金 4,596,204
(うち当期純利益) (4,942,790)

新 株 予 約 権 4
合 計 8,439,145

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

兵庫県神戸市中央区
港島南町１丁目５番５号

ゼオンバイオソリューションズ株式会社
代表取締役 西村 克也

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 115,570
固 定 資 産 133,962
合 計 249,532

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 135,181
株 主 資 本 114,351
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 100,000
資 本 準 備 金 100,000
利 益 剰 余 金 85,648
その他利益剰余金 85,648
(うち当期純損失) (85,648)
合 計 249,532

第４期決算公告 令和８年８月19日
広島市西区観音新町四丁目10番134号

ＨＴトレーディング株式会社
代表取締役 藤井 開三

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資

産

の

部

流 動 資 産 658
固 定 資 産 113
有形固定資産 113
合 計 771

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 151
賞 与 引 当 金 21
固 定 負 債 14
退職給付引当金 14
株 主 資 本 605
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 595
その他利益剰余金 595
(うち当期純利益) (37)
合 計 771

第 12 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

山口市湯田温泉一丁目１番７号
株式会社アドバンス

代表取締役 齊藤 昌昭
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 74,056
固 定 資 産 160,512
合 計 234,569

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 17,293
固 定 負 債 217,265
株 主 資 本 10
資 本 金 8,000
利 益 剰 余 金 7,989
利 益 準 備 金 500
その他利益剰余金 8,489
(うち当期純利益) (15,479)
合 計 234,569

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

福岡県那珂川市松木二丁目135４
株式会社新華日通
代表取締役 大里 和生

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 54,159
固 定 資 産 787
資 産 合 計 54,946

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 34,160
固 定 負 債 17,000
株 主 資 本 3,786
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 786
その他利益剰余金 786
(うち当期利益) (605)
負債・純資産合計 54,946

第 26 期 決 算 公 告
令和８年６月 24 日
福岡県福津市花見が丘三丁目28番２号
株式会社
キューデン・グッドライフ東福岡

代表取締役 中川 信次
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 97,586
固 定 資 産 1,000,448
合 計 1,098,034

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 171,673
固 定 負 債 1,124,623
株 主 資 本 198,262
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 298,262
その他利益剰余金 298,262
(うち当期純損失) (36,749)
合 計 1,098,034

第 40 期決算公告 令和８年７月28日
福岡市博多区博多駅南１丁目８番31号
九州ＲＥＥＤコーポレーション株式会社

代表取締役社長 井山 裕
貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 16,832
固 定 資 産 69,824
合 計 86,656

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,337
固 定 負 債 676
株 主 資 本 83,642
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 63,642
利 益 準 備 金 5,000
別 途 積 立 金 78,482
繰越利益剰余金 19,840
(うち当期純利益) (2,516)
合 計 86,656

第 71 期決算公告 令和８年７月29日
熊本市西区田崎一丁目４番28号

不二電気工業株式会社
代表取締役 岩崎 勤

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,810,056
固 定 資 産 780,012
合 計 2,590,068

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 330,895
株 主 資 本 2,259,173
資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 12,200
資 本 準 備 金 12,200
利 益 剰 余 金 2,186,973
利 益 準 備 金 8,750
その他利益剰余金 2,178,223
(うち当期純利益) (85,761)
合 計 2,590,068

第 17 期決算公告 令和８年６月18日
大分市豊海５丁目４番９号

株式会社豊海
代表取締役社長 松﨑 順司

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 134,650
固 定 資 産 159,234
資 産 合 計 293,884

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 84,198
固 定 負 債 0
負 債 合 計 84,198
株 主 資 本 209,686
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 206,686
その他利益剰余金 206,686
(うち当期純利益) (24,129)
純資産合計 209,686
負債・純資産合計 293,884

第 17 期決算公告 令和８年６月18日
大分市豊海５丁目４番９号

株式会社野津原
代表取締役社長 松﨑 順司

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 217,314
固 定 資 産 80,559
資 産 合 計 297,872

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 59,759
固 定 負 債 0
負 債 合 計 59,759
株 主 資 本 238,113
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 235,113
その他利益剰余金 235,113
(うち当期純利益) (30,645)
純資産合計 238,113
負債・純資産合計 297,872

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 １ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都渋谷区神宮前６丁目12番20号
一般社団法人日本不動産エージェント協会

代表理事 江口 亮介
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 2,354
繰 延 資 産 116
資 産 合 計 2,471

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,353
負 債 合 計 1,353
利 益 剰 余 金 1,118
純資産合計 1,118
負債・純資産合計 2,471

第 23 期決算公告 令和８年５月29日
埼玉県上尾市緑丘３丁目３番11号

株式会社ゼロナビ
代表取締役 衛藤 城太

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 797,980
固 定 資 産 560,732
資 産 合 計 1,358,712

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 456,459
賞 与 引 当 金 50,909
固 定 負 債 140,168
株 主 資 本 762,085
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 752,085
その他利益剰余金 752,085
(うち当期純利益) (202,080)

負債・純資産合計 1,358,712

第 41 期 決 算 公 告
令和８年６月 29 日
東京都中央区日本橋小舟町７番４号

株式会社プレパック
代表取締役 大内 茂正

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 474,691
固 定 資 産 184,386
資 産 合 計 659,078

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 267,758
固 定 負 債 32,225
退職給付引当金 32,225
株 主 資 本 359,095
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 349,095
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 346,595
(うち当期純利益) (11,065)

負債・純資産合計 659,078

第 31 期決算公告 令和８年６月24日
東京都港区新橋四丁目７番２号

株式会社シンカ
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 70,669
固 定 資 産 175,600
資 産 合 計 246,270

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 40,284
修 繕 引 当 金 568
固 定 負 債 134,085
株 主 資 本 71,900
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 26,650
資 本 準 備 金 12,500
その他資本剰余金 14,150
利 益 剰 余 金 4,750
その他利益剰余金 4,750
(うち当期純利益) (910)

負債・純資産合計 246,270

第４期決算公告 令和８年６月24日
東京都渋谷区神宮前六丁目28番６号
関西ペイントブラーノ株式会社

代表取締役 小野 郁美
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 289,677
固 定 資 産 85,858
資 産 合 計 375,534

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,367,402
固 定 負 債 20,632
負 債 合 計 1,388,034
株 主 資 本 1,012,500
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 1,022,500
その他利益剰余金 1,022,500
(うち当期純損失) (397,413)
純資産合計 1,012,500
負債・純資産合計 375,534

第 11 期決算公告 令和８年６月24日
東京都新宿区西新宿８17１

ＲＩＺＡＰインベストメント株式会社
代表取締役 中田 剛史

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,927,574,735
固 定 資 産 635,905,983
資 産 合 計 2,563,480,718

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,337,080,373
固 定 負 債 214,069,516
株 主 資 本 1,012,330,829
資 本 金 1,000,000
資 本 剰 余 金 1
その他資本剰余金 1
利 益 剰 余 金 1,001,330,828
その他利益剰余金 1,011,330,828
(うち当期純損失) (135,308,887)

負債・純資産合計 2,563,480,718

第８期決算公告 令和８年６月24日
東京都新宿区西新宿８17１

ＲＩＺＡＰスポーツパートナーズ株式会社
代表取締役 瀬戸 健

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 327,040,297
資 産 合 計 327,040,297

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 74,691,575
株 主 資 本 252,348,722
資 本 金 101,902,500
資 本 剰 余 金 101,902,500
資 本 準 備 金 101,902,500
利 益 剰 余 金 48,543,722
その他利益剰余金 48,543,722
(うち当期純利益) (56,659,374)

負債・純資産合計 327,040,297

第 16 期 決 算 公 告
2026 年８月 19 日

東京都千代田区内幸町二丁目１番１号
日伯ニオブ株式会社
代表取締役 川嶋 智之 損益計算書の要旨

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 21,823
販売費及び一般管理
費 42

営 業 利 益 21,780
営 業 外 収 益 16
営 業 外 費 用 79
経 常 利 益 21,717
税引前当期純利益 21,717
法人税、住民税及び
事業税 406

当 期 純 利 益 21,311

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(2026年３月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 465 流 動 負 債 324
固 定 資 産 108,618 負 債 合 計 324

株 主 資 本 108,759
資 本 金 37,272
資 本 剰 余 金 37,272
資 本 準 備 金 37,272
利 益 剰 余 金 34,214
その他利益剰余金 34,214
純資産合計 108,759

資 産 合 計 109,084 負債・純資産合計 109,084

第 30 期決算公告 令和８年６月24日

東京都新宿区西新宿８17１

タツミマネジメント株式会社

代表取締役 中田 剛史
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 324,895,762
資 産 合 計 324,895,762

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 461,973,172
株 主 資 本 137,077,410
資 本 金 50,000,000
利 益 剰 余 金 187,077,410
その他利益剰余金 187,077,410
(うち当期純損失) (12,179,386)

負債・純資産合計 324,895,762

第 16 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日 静岡市清水区馬走1500番地の２

株式会社日本平ホテル
代表取締役 川村 憲久

損益計算書の要旨
自 令和７年５月１日
至 令和８年４月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
売 上 高 3,150,014
売 上 原 価 871,191
売 上 総 利 益 2,278,822
販売費及び一般管理
費 2,157,062
営 業 利 益 121,760
営 業 外 収 益 6,641
営 業 外 費 用 26,172
経 常 利 益 102,229
特 別 損 失 0
税引前当期純利益 102,229
法人税、住民税及び
事業税 18,927
法人税等調整額 3,927
当 期 純 利 益 87,229

貸借対照表の要旨 (令和８年４月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 553,290流 動 負 債 668,881
固 定 資 産 4,147,043 (賞与引当金) (50,943)

固 定 負 債 884,644
(退職給付引当金) (175,980)
負 債 合 計 1,553,525
株 主 資 本 3,146,808
資 本 金 2,581,000
資 本 剰 余 金 2,582,977
資 本 準 備 金 2,582,977
利 益 剰 余 金 2,017,168
その他利益剰余金2,017,168
純資産合計 3,146,808

資 産 合 計 4,700,334負債・純資産合計 4,700,334

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 52 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

大阪市北区梅田一丁目３番１1200号
医療法人徳洲会

理事長 東上 震一
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 168,253 流 動 負 債 93,069
固 定 資 産 475,595 賞 与 引 当 金 11,235
有形固定資産 442,010 そ の 他 81,835
無形固定資産 4,234 固 定 負 債 157,564
その他の資産 29,351 退職給付引当金 38,841

そ の 他 118,723
負 債 合 計 250,633
積 立 金 393,214
設立等積立金 185
特別償却積立金 1,555
繰越利益積立金 391,474
純資産合計 393,214

資 産 合 計 643,847 負債・純資産合計 643,847

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
事 業 収 益 634,983
本 来 業 務 623,972
附 帯 業 務 11,011
事 業 費 用 612,850
本 来 業 務 601,868
附 帯 業 務 10,983
事 業 利 益 22,133
事 業 外 損 益  618
経 常 利 益 21,515
特 別 損 益  1,714
税引前当期純利益 19,801
法人税・住民税及び
事業税 6,774
法人税等調整額 72
当 期 純 利 益 12,955

第７期決算公告 令和８年８月19日
東京都渋谷区桜丘町26番１号
セルリアンタワー15階

株式会社Ａｗｗ
代表取締役 守屋 貴行

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 259,772
固 定 資 産 37,243
資 産 合 計 297,016

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 53,521
株 主 資 本 243,494
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 898,993
資 本 準 備 金 463,496
その他資本剰余金 435,496
利 益 剰 余 金 685,499
その他利益剰余金 685,499
(うち当期純利益) (18,724)

負債・純資産合計 297,016

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
二
五
万
円
減
少
し
七

二
五
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
杉
戸
三
丁
目
一
番

七
号

埼
葛
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

内
藤

隆

第 51 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
埼玉県北葛飾郡杉戸町杉戸三丁目１番７号

埼葛ガス株式会社
代表取締役 内藤 隆

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 10,429
固 定 資 産 923
資 産 合 計 11,352

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,506
株 主 資 本 9,846
資 本 金 12,500
利 益 剰 余 金 2,596
利 益 準 備 金 250
その他利益剰余金 2,346
(うち当期純利益) (1,962)
自 己 株 式 5,250
負債・純資産合計 11,352

第 48 期 決 算 公 告
令和８年７月 21 日

東京都文京区音羽一丁目17番18号
文感商事株式会社
代表取締役 中島 規行

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 22,948
固 定 資 産 73,084
資 産 合 計 96,033

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 755
固 定 負 債 30,000
株 主 資 本 65,277
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 55,277
その他利益剰余金 55,277
(うち当期純利益) (4,084)

負債・純資産合計 96,033

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
二
千
三
百
五
十
万

円
減
少
し
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
九
番
五
号
兜
町

平
和
ダ
イ
ヤ
ビ
ル

株
式
会
社
ロ
グ
ノ
ー
ト

代
表
取
締
役

高
津

祐
一

第 12 期決算公告 令和８年８月19日
東京都中央区日本橋兜町９番５号
兜町平和ダイヤビル

株式会社ログノート
代表取締役 高津 祐一

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 27,098
固 定 資 産 1,426
資 産 合 計 28,524

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 634,480
株 主 資 本 605,955
資 本 金 121,000
資 本 剰 余 金 483,114
資 本 準 備 金 257,750
その他資本剰余金 225,364
利 益 剰 余 金 1,210,070
その他利益剰余金 1,210,070
(うち当期純損失) (69,739)

負債・純資産合計 28,524

第 20 期決算公告 令和８年８月19日
東京都港区新橋一丁目１番１号

リタジャパン株式会社
代表取締役 南 浩史

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 86,663
固 定 資 産 122
資 産 合 計 86,785

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 349
株 主 資 本 86,436
資 本 金 99,630
資 本 剰 余 金 6,370
資 本 準 備 金 6,370
利 益 剰 余 金 14,564
その他利益剰余金 14,564
(うち当期純損失) (7,449)
自 己 株 式 5,000
負債・純資産合計 86,785

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
六
百
八
十
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

川
崎
市
川
崎
区
東
田
町
二
番
地
一
一

株
式
会
社
大
谷
加
工

代
表
取
締
役

大
谷

裕
一

第 68 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

川崎市川崎区東田町２番地11
株式会社大谷加工

代表取締役 大谷 裕一
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 2,526,791
固 定 資 産 2,672,823
合 計 5,199,615

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,451,876
固 定 負 債 354,336
株 主 資 本 3,393,403
資 本 金 46,800
利 益 剰 余 金 3,346,603
利 益 準 備 金 15,000
その他利益剰余金 3,331,603
(うち当期純利益) (183,021)
合 計 5,199,615

第３期決算公告 令和８年８月19日
横浜市保土ケ谷区星川二丁目４番１号

古河電池株式会社
代表取締役 黒田 修

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 2,361
固 定 資 産 47,081
合 計 49,443

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,776
固 定 負 債 32,938
株 主 資 本 14,729
資 本 金 8,306
資 本 剰 余 金 8,306
資 本 準 備 金 8,306
利 益 剰 余 金 1,882
その他利益剰余金 1,882
(うち当期純損失) (1,881)
合 計 49,443

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 50 期決算公告 令和８年８月19日
静岡県富士市本市場新田63番地５

マキシー株式会社
代表取締役 斉藤 和史

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 61,544
固 定 資 産 38,452
資 産 合 計 99,996

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 34,663
賞 与 引 当 金 4,500
役員報酬引当金 56
その他流動負債 30,107
株 主 資 本 65,333
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 55,333
その他利益剰余金 55,333
(うち当期純利益) (432)

負債・純資産合計 99,996

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

（
甲
の
株
式
七
三
七
八
株
を
含
む
）
を
承
継
し
て
存

続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
甲
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
、
乙
は
計
算
書
類
の
公
告
義
務
が
あ
り

ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

福
岡
県
古
賀
市
青
柳
一
〇
六
七
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
タ
イ
セ
イ

代
表
取
締
役

石
山

捨
美

福
岡
県
古
賀
市
青
柳
一
〇
六
七
番
地
一

（
乙
）
有
限
会
社
ダ
イ
ト
ウ

取
締
役

石
山

捨
美

第 70 期決算公告 令和８年８月19日
福岡県古賀市青柳1067番地１

株式会社タイセイ
代表取締役 石山 捨美

貸借対照表の要旨(令和７年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 129,827
固 定 資 産 923,492
合 計 1,053,320

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 499,755
固 定 負 債 28,943
株 主 資 本 524,621
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 567,339
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 564,839
(うち当期純損失) (9,092)
自 己 株 式 52,717
合 計 1,053,320

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

静岡県静岡市葵区紺屋町４８
テックチャオ株式会社
代表取締役 五十嵐平馬

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 140,308
固 定 資 産 12,003
資 産 合 計 152,312

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 68,636
固 定 負 債 42,086
株 主 資 本 41,588
資 本 金 1,500
資 本 剰 余 金 1,500
資 本 準 備 金 1,500
利 益 剰 余 金 38,588
その他利益剰余金 38,588
(うち当期純利益) (18,867)

負債・純資産合計 152,312

第 ４ 期 決 算 公 告
2026 年８月 19 日

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
東京共同会計事務所内

ジェイコアレジ６ホールディング特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 133
営 業 費 用 225
営 業 損 失 92
営 業 外 収 益 0
営 業 外 費 用 40
経 常 損 失 131
特 別 損 失 0
税引前当期純損失 131
法人税、住民税及び
事業税 1

当 期 純 損 失 133

貸借対照表の要旨 (2026年３月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 16,508 流 動 負 債 2,026
その他の資産 320 固 定 負 債 9,537
流 動 資 産 311 負 債 合 計 11,563
固 定 資 産 6 社 員 資 本 5,265
繰 延 資 産 3 特 定 資 本 金 0

優 先 資 本 金 5,397
剰 余 金 133
当期未処理損失 133
純資産合計 5,265

資 産 合 計 16,828 負債・純資産合計 16,828

第 20 期決算公告 令和８年６月24日
大阪府大阪市北区大淀中１丁目１番30号

株式会社ご馳走屋惣兵衛
代表取締役社長 山崎 豊

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 89,566
固 定 資 産 9,764
資 産 合 計 99,330

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 422,400
固 定 負 債 2,583
株 主 資 本 325,653
資 本 金 3,000
資 本 剰 余 金 1,000
資 本 準 備 金 1,000
利 益 剰 余 金 329,653
その他利益剰余金 329,653
(うち当期純損失) (26,867)

負債・純資産合計 99,330

第 29 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日 東京都渋谷区南平台町５番６号
東急ファイナンスアンドアカウンティング株式会社

代表取締役 佐野 陽司

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 2,647
売 上 原 価 2,118
売 上 総 利 益 528
販売費及び一般管理
費 385

営 業 利 益 143
営 業 外 収 益 3
営 業 外 費 用 3
経 常 利 益 142
特 別 利 益 0
特 別 損 失 4
税引前当期純利益 138
法人税、住民税及び
事業税 61

法人税等調整額 13
当 期 純 利 益 89

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 136,616 流 動 負 債 136,656
固 定 資 産 150 (賞与引当金) (100)

固 定 負 債 46
(退職給付引当金) (46)
負 債 合 計 136,703
株 主 資 本 1,063
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 95
利 益 剰 余 金 867
その他利益剰余金 867
純資産合計 1,063

資 産 合 計 136,766 負債・純資産合計 136,766

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
東京都中央区日本橋一丁目４番１号

一般社団法人ＤＨＷＣＦ
代表理事 田渕 安春

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 371
固 定 資 産 100
合 計 471

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 70
負 債 合 計 70
基 金 1,300
利 益 剰 余 金 898
純資産合計 401
合 計 471

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
六
億
四
千
九
百
六
十
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁
目
一
番
三
号

株
式
会
社
Ｍ
Ｘ
Ｎ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役

崔

瀚
友

第 18 期決算公告 令和８年８月19日
東京都品川区西五反田八丁目１番３号

株式会社ＭＸＮ ＪＡＰＡＮ
代表取締役 崔 瀚友

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 243,395
固 定 資 産 13,050
合 計 256,445

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 144,838
固 定 負 債 10,614
株 主 資 本 100,993
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 649,600
資 本 準 備 金 649,600
利 益 剰 余 金 648,606
その他利益剰余金 648,606
(うち当期純利益) (16,822)
合 計 256,445

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
九
番
一
号

（
甲
）
コ
ー
ワ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
栗

裕
治

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
萩
園
三
一
六
一
番
地

一

一
〇
〇
二
号（

乙
）
株
式
会
社
ク
リ
ダ
ス

代
表
取
締
役

小
栗

裕
治

第 24 期決算公告 令和８年８月19日
東京都港区西新橋一丁目９番１号

コーワテック株式会社
代表取締役 小栗 裕治

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 688,241
固 定 資 産 713,192
資 産 合 計 1,401,433

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 650,951
固 定 負 債 709,264
負 債 合 計 1,360,215
株 主 資 本 41,218
資 本 金 34,000
利 益 剰 余 金 7,218
その他利益剰余金 7,218
(うち当期純利益) (60,716)
純資産合計 41,218
負債・純資産合計 1,401,433

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都中央区日本橋一丁目４番１号
一般社団法人
大和ハウスウェルビーイングコアファンド

代表理事 三品 貴仙
貸借対照表の要旨

(令和８年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 2,303
固 定 資 産 956
合 計 3,260

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,521
負 債 合 計 1,521
基 金 1,000
利 益 剰 余 金 739
純資産合計 1,739
合 計 3,260

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
八
千
七
百
六

十
六
万
五
千
百
九
十
一
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
名
坂
一
三
二
番
地

び
わ
こ
テ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社

代
表
取
締
役

上
田

裕
康

第 33 期決算公告 令和８年８月19日
滋賀県甲賀市水口町名坂132番地

びわこテックコーポレーション株式会社
代表取締役 上田 裕康

貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)
科 目 金 額(円)

資

産

の

部

流 動 資 産 931,208,680
固 定 資 産 232,590,807
繰 延 資 産 3,076,086
資 産 合 計 1,166,875,573

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 488,668,359
固 定 負 債 158,680,000
株 主 資 本 519,527,214
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 509,527,214
その他利益剰余金 509,527,214
(うち当期純利益) (44,718,862)

負債・純資産合計 1,166,875,573

第 20 期決算公告 令和８年８月19日
栃木県宇都宮市今泉三丁目２番18号

株式会社ＮＤＭ
代表取締役 金沢 太竜

貸借対照表の要旨(令和７年６月30日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,499
固 定 資 産 2,620
合 計 6,120

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 586
固 定 負 債 1,837
株 主 資 本 3,696
資 本 金 10
資 本 剰 余 金 10
資 本 準 備 金 10
利 益 剰 余 金 3,676
その他利益剰余金 3,676
(うち当期純利益) (141)
合 計 6,120

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
東京都千代田区丸の内一丁目１番１号パレスビル５階

株式会社ＢＣＪ94
代表取締役 杉本 勇次

損益計算書の要旨
自 令和８年１月17日
至 令和８年４月30日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 33,259
販売費及び一般管理
費 9,409
営 業 利 益 23,849
営 業 外 収 益 265
営 業 外 費 用 16,133
経 常 利 益 7,981
特 別 利 益 3,376
特 別 損 失 40,248
税引前当期純損失 28,890
法人税、住民税及び
事業税 0

当 期 純 損 失 28,891

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 78,493 流 動 負 債 42,581
固 定 資 産 205,782 固 定 負 債 35,284

株 主 資 本 206,410
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 254,031
資 本 準 備 金 25
その他資本剰余金 254,006
利 益 剰 余 金 47,721
その他利益剰余金 47,721

資 産 合 計 284,276 負債・純資産合計 284,276

第８期決算公告 令和８年８月19日
東京都港区海岸一丁目７番１号
東京ポートシティ竹芝10Ｆ
株式会社Ｒｅｓｉｌｉｒｅ

代表取締役 津田 裕大
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 588,626
固 定 資 産 14,850
合 計 603,477

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 681,380
固 定 負 債 387,426
株 主 資 本 465,328
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 830,035
資 本 準 備 金 830,035
利 益 剰 余 金 1,395,364
その他利益剰余金 1,395,364
(うち当期純損失) (541,163)
合 計 603,477

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。
こ
の
合
併
に
対
し
異

議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
二
十
五
日

掲
載
頁

九
十
頁
（
号
外
第
三
十
八
号
）

（
乙
）
左
記
の
通
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一

二
五

一
新
宿
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
三
十
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
ブ
レ
イ
ブ

代
表
取
締
役

島
田

忠
信

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一

二
五

一

（
乙
）
株
式
会
社
ウ
ィ
ッ
シ
ュ

代
表
取
締
役

加
美
山

学

第 25 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日 東京都新宿区西新宿１25１

株式会社ウィッシュ
代表取締役 加美山 学

貸借対照表の要旨 (令和７年12月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 177,031 流 動 負 債 45,402
固 定 資 産 2,786 賞 与 引 当 金 609

株 主 資 本 134,415
資 本 金 45,000
資 本 剰 余 金 35,000
資 本 準 備 金 15,000
その他資本剰余金 20,000
利 益 剰 余 金 54,415
利 益 準 備 金 1,250
その他の利益剰余金 53,165
(うち当期純利益) (21,832)

合 計 179,817 合 計 179,817

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

富山県中新川郡立山町上金剛寺545
株式会社Ｋふぁーむ
代表取締役 埜村 隼也

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 41,061
固 定 資 産 27,854
合 計 68,916

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 21,415
固 定 負 債 15,034
株 主 資 本 32,467
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 31,467
その他利益剰余金 31,467
(うち当期純利益) (24,576)
合 計 68,916

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

栃
木
県
さ
く
ら
市
富
野
岡
八
五
五
番
地
一

株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

代
表
取
締
役

幸
田

敦
享

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

栃木県さくら市富野岡855番地１
株式会社ハッピーフィールド

代表取締役 幸田 敦享
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 14,454,278
固 定 資 産 1,679,538
合 計 16,133,816

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,270,451
固 定 負 債 1,670,000
株 主 資 本 12,193,365
資 本 金 20,000,000
利 益 剰 余 金 7,806,635
その他利益剰余金 7,806,635
(うち当期純損失) (4,885,603)
合 計 16,133,816

第 36 期決算公告 令和８年８月19日
長野県北安曇郡白馬村北城1695番地１

オーブス株式会社
代表取締役 岸 清美

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 161,166
固 定 資 産 380,200
繰 延 資 産 4,291
合 計 545,657

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 132,576
固 定 負 債 365,428
株 主 資 本 47,653
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 22,904
その他利益剰余金 22,904
(うち当期純利益) (3,352)
自 己 株 式 250
合 計 545,657

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

沖
縄
県
浦
添
市
沢
岻
二
丁
目
二
二
番
八
号

（
甲
）
合
同
会
社
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ

ａ

ｎ
ｄ

Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ

代
表
社
員

玉
城

榮
則

沖
縄
県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
一
丁
目
一
番
二

五

二
〇
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｌ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

玉
城

榮
則

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
沖縄県那覇市おもろまち一丁目１番
25204号

株式会社ＢＬトレーニング・カンパニー
代表取締役 玉城 榮則

貸借対照表の要旨
(令和８年２月28日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 18,940,035
固 定 資 産 68,270,270
合 計 87,210,305

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,303,591
株 主 資 本 77,906,714
資 本 金 3,000,000
利 益 剰 余 金 74,906,714
その他利益剰余金 74,906,714
(うち当期純損失) (2,086,269)
合 計 87,210,305

第 21 期決算公告 令和８年８月19日
福岡県糟屋郡粕屋町大字仲原2763番地
ナカムラビル２階

株式会社ほけんの110番
代表取締役 山本真一郎

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,921,850
固 定 資 産 519,388
合 計 2,441,238

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 922,241
固 定 負 債 44,409
株 主 資 本 1,474,587
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 185,000
(資本準備金) (137,500)
利 益 剰 余 金 1,189,587
その他利益剰余金 1,189,587
(うち当期純利益) (135,014)
合 計 2,441,238

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
、
一

千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
戸
市
須
磨
区
白
川
台
五
丁
目
七
番
地
の
五
七

近
畿
建
測
株
式
会
社

代
表
取
締
役

迫
田

章
生

決 算 公 告
令和８年８月 19 日
神戸市須磨区白川台五丁目７番地の57

近畿建測株式会社
代表取締役 迫田 章生

貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 7,289
固 定 資 産 15,159
合 計 22,448

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 25,046
固 定 負 債 1,700
株 主 資 本 4,297
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 24,297
利 益 準 備 金 1,500
その他利益剰余金 25,797
(うち当期純損失) (273)
合 計 22,448

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
中
野
区
新
井
四
丁
目
一
八
番
一
〇
号

福
島
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
〇
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ケ
ン
プ
ラ
ン
ズ

代
表
取
締
役

福
島

伸
介

東
京
都
中
野
区
新
井
四
丁
目
一
八
番
一
〇
号

福
島
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
〇
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
賢
プ
ラ
ン
ズ
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役

福
島

賢
哉

第３期決算公告 令和８年８月19日
東京都中野区新井四丁目18番10号

福島ビルディング101号
株式会社ケンプランズ
代表取締役 福島 伸介

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 41,569
固 定 資 産 2,607
合 計 44,176

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,661
固 定 負 債 4,520
株 主 資 本 28,995
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 25,995
その他利益剰余金 25,995
(うち当期純利益) (5,119)
合 計 44,176

第 42 期決算公告 令和８年８月19日
東京都中野区新井四丁目18番10号

福島ビルディング101号
株式会社賢プランズ設計事務所

代表取締役 福島 賢哉
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 2,290
固 定 資 産 65
合 計 2,355

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 13,710
固 定 負 債 9,384
株 主 資 本 20,739
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 30,739
その他利益剰余金 30,739
(うち当期純利益) (4,815)
合 計 2,355

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
江
戸
川
区
中
葛
西
二
丁
目
二
〇
番
一

一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ス
ズ
ナ
カ
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

田
中

勉

東
京
都
江
戸
川
区
中
葛
西
二
丁
目
二
四
番
六

号

（
乙
）
株
式
会
社
田
中
建
物
管
理

代
表
取
締
役

田
中
ヒ
デ
子

第 31 期決算公告 令和８年８月19日
東京都江戸川区中葛西二丁目20番11号

株式会社スズナカホーム
代表取締役 田中 勉

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 26,076
固 定 資 産 143,249
資 産 合 計 169,325

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 124,066
負 債 合 計 124,066
株 主 資 本 45,258
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 35,258
その他利益剰余金 35,258
(うち当期純利益) (287)
純資産合計 45,258
負債・純資産合計 169,325

第 16 期決算公告 令和８年８月19日
東京都江戸川区中葛西二丁目24番６号

株式会社田中建物管理
代表取締役 田中ヒデ子

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 19,413
固 定 資 産 54,443
資 産 合 計 73,856

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 38,512
固 定 負 債 2,400
負 債 合 計 40,912
株 主 資 本 32,943
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 32,933
その他利益剰余金 32,933
(うち当期純利益) (230)
純資産合計 32,943
負債・純資産合計 73,856

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
七
月
十
四

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

新
潟
県
五
泉
市
木
越
字
赤
錆
八
八
八
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ル
ッ
ク

代
表
取
締
役

伊
藤

重
樹

新
潟
県
五
泉
市
吉
沢
二
丁
目
五
番
七
号

（
乙
）
黒
川
ニ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
藤

重
樹

第 55 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

新潟県五泉市木越字赤錆888番地
株式会社ルック

代表取締役 伊藤 重樹
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 522,863
固 定 資 産 1,077,340
資 産 合 計 1,600,204

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 306,700
固 定 負 債 1,071,499
株 主 資 本 222,004
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 212,004
利 益 準 備 金 2,700
繰越利益剰余金 209,304
(うち当期純利益) (51,956)

負債・純資産合計 1,600,204

第 16 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

新潟県五泉市吉沢二丁目５番７号
黒川ニット株式会社
代表取締役 伊藤 重樹

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 219,648
固 定 資 産 358,919
資 産 合 計 578,568

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 181,089
固 定 負 債 381,773
株 主 資 本 15,705
資 本 金 12,500
利 益 剰 余 金 3,205
繰越利益剰余金 3,205
(うち当期純利益) (3,268)

負債・純資産合計 578,568

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
八
百
津
八
三
四
九

番
地
二

（
甲
）
株
式
会
社
宏
榮

代
表
取
締
役

岩
井

耀
一

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
八
百
津
八
三
四
九

番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
宏
栄
産
業

代
表
取
締
役

岩
井

重
喜

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
岐阜県加茂郡八百津町八百津8349番地２

株式会社宏榮
代表取締役 岩井 耀一

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 31,893,328
固 定 資 産 36,000,000
合 計 67,893,328

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,000,000
株 主 資 本 65,893,328
資 本 金 36,000,000
利 益 剰 余 金 29,893,328
利 益 準 備 金 1,064,000
その他利益剰余金 28,829,328
(うち当期純利益) (5,081,635)
合 計 67,893,328

第 42 期決算公告 令和８年８月19日
岐阜県加茂郡八百津町八百津8349番地２

株式会社宏栄産業
代表取締役 岩井 重喜

貸借対照表の要旨(令和７年６月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 718,733,491
固 定 資 産 3,640,000
合 計 722,373,491

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 48,064,608
株 主 資 本 674,308,883
資 本 金 18,000,000
資 本 剰 余 金 1,090,910
資 本 準 備 金 1,090,910
利 益 剰 余 金 665,217,973
利 益 準 備 金 4,500,000
その他利益剰余金 660,717,973
自 己 株 式 10,000,000
(うち当期純利益) (11,275,574)
合 計 722,373,491

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

名
古
屋
市
北
区
八
代
町
一
丁
目
一
一
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ソ
イ
ル

代
表
取
締
役

南
谷

篤
彦

名
古
屋
市
北
区
八
代
町
一
丁
目
一
一
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
ジ
オ
カ
ラ
ー

代
表
取
締
役

白
井

覚
之

第 11 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

名古屋市北区八代町一丁目11番地
株式会社ソイル

代表取締役 南谷 篤彦
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 443,481
固 定 資 産 17,172
合 計 460,653

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 189,435
固 定 負 債 119,125
株 主 資 本 152,093
資 本 金 6,000
利 益 剰 余 金 146,093
利 益 準 備 金 1,000
その他利益剰余金 145,093
(うち当期純利益) (14,495)
合 計 460,653

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

名古屋市北区八代町一丁目11番地
株式会社ジオカラー
代表取締役 白井 覚之

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 198,407
固 定 資 産 4,888
合 計 203,296

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 137,935
株 主 資 本 65,360
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 60,360
その他利益剰余金 60,360
(うち当期純利益) (37,865)
合 計 203,296

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲

は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
法
第
七
八

四
条
第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経

ず
に
合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書

提
出
済

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
市
淀
川
区
三
津
屋
中
二
丁
目
五
番
四
号

（
甲
）
新
コ
ス
モ
ス
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

良
典

新
潟
市
中
央
区
米
山
三
番
一
号

（
乙
）
新
潟
コ
ス
モ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
栁

章

第 37 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

新潟市中央区米山３番１号
新潟コスモス株式会社
代表取締役 小栁 章

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 65,188 流 動 負 債 1,920
固 定 資 産 4,808 (うち賞与引当金) (607)

固 定 負 債 6,520
うち役員退職慰労
引当金  (3,300)
うち退職給与引当
金  (3,220)
株 主 資 本 61,556
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 51,556
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 49,056
(うち当期純利益) (269)

資 産 合 計 69,997 負債・純資産合計 69,997

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

北
九
州
市
小
倉
北
区
東
港
二
丁
目
五
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
網
中

代
表
取
締
役

網
中

裕
城

東
大
阪
市
長
田
中
三
丁
目
四
番
一
〇
号

（
乙
）
美
濃
紙
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

網
中

裕
城

第 54 期決算公告 令和８年８月19日
北九州市小倉北区東港二丁目５番１号

株式会社網中
代表取締役 網中 裕城

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,988,600
固 定 資 産 2,176,225
合 計 6,164,825

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,684,475
固 定 負 債 2,297,862
株 主 資 本 1,182,488
資 本 金 30,500
利 益 剰 余 金 1,151,988
利 益 準 備 金 7,625
その他利益剰余金 1,144,363
(うち当期純利益) (187,778)
合 計 6,164,825

第 89 期決算公告 令和８年８月19日
東大阪市長田中３丁目４番10号

美濃紙業株式会社
代表取締役 網中 裕城

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 419,308
固 定 資 産 312,832
合 計 732,140

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 356,986
固 定 負 債 92,280
株 主 資 本 282,874
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 262,874
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 257,874
(うち当期純損失) (7,091)
合 計 732,140

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
丁
目
一
〇
番
九
号

（
甲
）
ト
リ
イ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鳥
居

和
久

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
丁
目
一
六
番
二
号

（
乙
）
ト
ー
ラ
フ
ァ
ク
ト
リ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
瓶

健
市

第 34 期決算公告 令和８年８月19日
東京都千代田区外神田二丁目10番９号

トリイシステム株式会社
貸借対照表の要旨(令和７年６月30日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 220,566,847
固 定 資 産 11,527,500
資 産 合 計 232,094,347

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 147,684,094
固 定 負 債 35,240,000
株 主 資 本 49,170,253
資 本 金 20,000,000
利 益 剰 余 金 29,420,253
利 益 準 備 金 2,559,250
その他利益剰余金 26,861,003
(うち当期純損失) (370,296)
自 己 株 式 250,000
負債・純資産合計 232,094,347

第 39 期決算公告 令和８年８月19日
東京都千代田区外神田二丁目16番２号

トーラファクトリ株式会社
貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 117,125,612
固 定 資 産 19,035,059
資 産 合 計 136,160,671

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 27,205,500
固 定 負 債 30,818,000
株 主 資 本 78,137,171
資 本 金 30,000,000
資 本 剰 余 金 1,979,727
その他資本剰余金 1,979,727
利 益 剰 余 金 65,417,046
利 益 準 備 金 4,672,480
その他利益剰余金 60,744,566
(うち当期純利益) (5,910,493)
自 己 株 式 19,259,602
負債・純資産合計 136,160,671

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
北
区
滝
野
川
三
丁
目
四
八
番
一
一

五
〇
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ビ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
・
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ

代
表
取
締
役

石
橋

崇

東
京
都
北
区
滝
野
川
三
丁
目
四
八
番
一
一

五
〇
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
ナ
ル
ド

代
表
取
締
役

石
橋

崇

第 32 期決算公告 令和８年８月19日
東京都北区滝野川三丁目48番11505号

株式会社ビィー・プラン・クリエイティヴ
代表取締役 石橋 崇

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 35,351
固 定 資 産 224
繰 延 資 産 10
資 産 合 計 35,585

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,840
負 債 合 計 11,840
株 主 資 本 23,745
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 13,745
その他利益剰余金 13,745
(うち当期純損失) (30)
純資産合計 23,745
負債・純資産合計 35,585

第 34 期決算公告 令和８年８月19日
東京都北区滝野川三丁目48番11505号

株式会社ナルド
代表取締役 石橋 崇

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 86,061
固 定 資 産 149
資 産 合 計 86,210

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 164
固 定 負 債 56,083
負 債 合 計 56,247
株 主 資 本 29,963
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 24,963
その他利益剰余金 24,963
(うち当期純利益) (343)
純資産合計 29,963
負債・純資産合計 86,210

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

で
あ
り
、
両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八

年
七
月
一
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
合
併
に

対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最

終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
港
区
南
青
山
三
丁
目
一
番
三
六
号
青

山
丸
竹
ビ
ル
六
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
パ
イ
オ

ニ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

タ
ヌ
ラ
佐
和
子

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
井
田
二
丁
目
三
三

番
二

五
一
〇
号

（
乙
）
イ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

白
井

栄

第 19 期決算公告 令和８年８月19日
東京都港区南青山三丁目１番36号
青山丸竹ビル６Ｆ
株式会社マーケット・パイオニア・
ジャパン

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 89,632,850
固 定 資 産 1,514,368
合 計 91,147,218

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 56,734,054
固 定 負 債 20,000,000
株 主 資 本 14,413,164
資 本 金 5,500,000
資 本 剰 余 金 15,225,000
その他資本剰余金 15,225,000
利 益 剰 余 金 6,311,836
その他利益剰余金 6,311,836
(うち当期純損失) (36,267)
合 計 91,147,218

第 16 期決算公告 令和８年８月19日
神奈川県川崎市中原区井田二丁目33番２
510号

イートレーディング株式会社
貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,210,723
繰 延 資 産 219,347
合 計 1,430,070

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,507,750
株 主 資 本 6,077,680
資 本 金 1,000,000
利 益 剰 余 金 7,077,680
その他利益剰余金 7,077,680
(うち当期純利益) (518,995)
合 計 1,430,070

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
元
代
々
木
町
三
三
番
一
一
号
ル

チ
ェ
ソ
ラ
ー
レ
元
代
々
木
一
〇
二

（
甲
）
株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

代
表
取
締
役

松
本

正
一

さ
い
た
ま
市
緑
区
美
園
三
丁
目
二
六
番
地
二
〇

（
乙
）
株
式
会
社
Ｍ
Ｎ
管
理

代
表
取
締
役

松
本

正
一

第 33 期決算公告 令和８年８月19日
東京都渋谷区元代々木町33番11号
ルチェソラーレ元代々木102
株式会社ＩＮＦＩＮＩＴＹ

代表取締役 松本 正一
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 143,344,655
固 定 資 産 1,155,511,144
資 産 合 計 1,298,855,799

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 636,511,122
固 定 負 債 550,747,200
株 主 資 本 111,597,477
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 101,597,477
その他利益剰余金 101,597,477
(うち当期純利益) (558,621)

負債・純資産合計 1,298,855,799

第９期決算公告 令和８年８月19日
さいたま市緑区美園三丁目26番地20

株式会社ＭＮ管理
代表取締役 松本 正一

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 568,742
固 定 資 産 42,549,804
資 産 合 計 43,118,546

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 41,955,872
株 主 資 本 1,162,674
資 本 金 1,000,000
利 益 剰 余 金 162,674
その他利益剰余金 162,674
(うち当期純損失) (907,326)

負債・純資産合計 43,118,546

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
一
丁
目
二
八
番
地
一
三

（
甲
）
株
式
会
社
ラ
イ
ブ

代
表
取
締
役

菅
野

光
宏

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
一
丁
目
二
八
番
地
の
一
三

（
乙
）
コ
ネ
ク
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菅
野

光
宏

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

仙台市泉区泉中央一丁目28番地13
株 式 会 社 ラ イ ブ
代表取締役 菅野 光宏

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 16,019
固 定 資 産 2,072
繰 延 資 産 186
合 計 18,278

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 18,066
固 定 負 債 51,748
株 主 資 本 51,535
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 52,535
その他利益剰余金 52,535
(うち当期純損失) (1,086)
合 計 18,278

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
仙台市泉区泉中央一丁目28番地の13

コネクト株式会社
代表取締役 菅野 光宏

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 9,061
固 定 資 産 31
合 計 9,092

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,686
固 定 負 債 5,494
株 主 資 本 2,087
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 3,087
その他利益剰余金 3,087
(うち当期純損失) (771)
合 計 9,092

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
賃

貸
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

神
戸
市
灘
区
箕
岡
通
一
丁
目
四
番
九
号

（
甲
）
川
本
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
本

忠
博

神
戸
市
灘
区
箕
岡
通
一
丁
目
四
番
九
号

（
乙
）
川
本
重
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
本

忠
博

第１期決算公告 令和８年８月19日
神戸市灘区箕岡通一丁目４番９号
川本ホールディングス株式会社

代表取締役 川本 忠博
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 102,875
固 定 資 産 2,796,220
資 産 合 計 2,899,096

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 196
固 定 負 債 542,943
株 主 資 本 2,355,956
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 2,399,687
その他資本剰余金 2,399,687
利 益 剰 余 金 53,731
その他利益剰余金 53,731
(うち当期純損失) (48,931)

負債・純資産合計 2,899,096

第 66 期決算公告 令和８年８月19日
神戸市灘区箕岡通一丁目４番９号

川本重工株式会社
代表取締役 川本 忠博

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,312,899
固 定 資 産 1,512,217
資 産 合 計 3,825,116

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 498,772
固 定 負 債 769,625
退職給付引当金 76,338
株 主 資 本 2,556,719
資 本 金 48,000
利 益 剰 余 金 2,508,719
利 益 準 備 金 12,000
その他利益剰余金 2,496,719
(うち当期純利益) (150,872)

負債・純資産合計 3,825,116

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 45 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

山口県周南市大字大島850番地
日精興産株式会社

代表取締役 木原 健一
貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 79,922 流 動 負 債 73,065
固 定 資 産 56,205 (賞与引当金) (15,415)

固 定 負 債 22,579
(退職給付引当金) (7,514)
株 主 資 本 40,483
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 33,470
利 益 準 備 金 1,875
別 途 積 立 金 60,000
繰越利益剰余金 28,404
(うち当期純利益) (24,461)
自 己 株 式 2,986

資 産 合 計 136,128 負債・純資産合計 136,128

決 算 公 告
令和８年８月 19 日 東京都中央区銀座六丁目10番１号

ベリントシステムズジャパン株式会社
代表取締役 マティヤフ・カフェマン

貸借対照表の要旨 (令和８年１月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,063,798 流 動 負 債 936,872
固 定 資 産 166,761 賞 与 引 当 金 17,109

有給休暇引当金 14,966
コミッション引当金 27,019
固 定 負 債 272,845
退職給与引当金 89,266
負 債 合 計 1,209,718
株 主 資 本 20,842
資 本 金 12,000
利 益 剰 余 金 8,842
繰越利益剰余金 8,842
(うち当期純利益) (437)
純資産合計 20,842

資 産 合 計 1,230,560 負債・純資産合計 1,230,560

第 51 期 決 算 公 告
令和８年６月 11 日 東京都中央区新川一丁目22番４号

新川ニッテイアネックスビル
地熱技術開発株式会社

代表取締役社長 岡部 高志
貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,444,759 流 動 負 債 804,446
固 定 資 産 74,521 固 定 負 債 20,450

役員退職慰労金引当 20,450
株 主 資 本 694,384
資 本 金 114,000
資 本 剰 余 金 1,600
資 本 準 備 金 1,600
利 益 剰 余 金 578,784
利 益 準 備 金 12,996
別 途 積 立 金 65,000
その他利益剰余金 500,788
(うち当期純利益) (72,627)

資 産 合 計 1,519,280 負債・純資産合計 1,519,280

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都港区芝浦四丁目16番25号
株式会社ＥＰＡＲＫフィナンシャルパートナーズ

代表取締役 押切 孝平
貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 473,546 流 動 負 債 129,747
固 定 資 産 27,934 賞 与 引 当 金 7,270

その他流動負債 122,477
株 主 資 本 371,733
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 2,500,000
資 本 準 備 金 1,300,000
その他資本剰余金 1,200,000
利 益 剰 余 金 2,228,267
その他利益剰余金 2,228,267
(うち当期純利益) (2,352,164)

資 産 合 計 501,480 負債・純資産合計 501,480

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日 広島市西区観音新町四丁目10番134号

広島トヨタホールディングス株式会社
代表取締役 藤井 一裕

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部

流 動 資 産
固 定 資 産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

資 産 合 計

372
22,324
18,877

4
3,443

22,697

負債及び純資産の部
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
固 定 負 債
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
その他資本剰余金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
自 己 株 式
評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

8,947
28

11,124
15
33

20,071
2,622
10

2,432
54

2,377
359
359

 178
3

3

2,626
22,697

損益計算書の要旨自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日(単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 利 益
営 業 外 収 益

金 額
1,807
928
878

636

242
26

科 目
営 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
235
33
83
55
61

 11
72

第 43 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日 大阪市西区西本町一丁目２番８号

アンダーツリー株式会社
代表取締役 前澤 酉匡

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年９月30日現在) (単位：百万円)

資 産 の 部
科 目
流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

金 額
22,615
103,353

125,968

負債及び純資産の部
科 目
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
ポイント引当金
固 定 負 債
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
負債・純資産合計

金 額
32,964
234
28

58,505
1,365
973

34,395
90
39
39

34,265
128

34,136
102

102

125,968

損 益 計 算 書 の 要 旨
自 令和６年10月１日
至 令和７年９月30日 (単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
354,020
291,198
62,822

56,911

5,911
677
1,855

科 目
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純損失
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 損 失

金 額
4,732
258
8,076
3,085

425

1,623
1,888

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、
本
合
併
は
同
一
グ
ル
ー
プ
内
組
織
再
編
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
業
内
容
及
び
事
業
運
営

に
変
更
は
な
く
、
存
続
会
社
で
あ
る
甲
は
本
合
併
の
効

力
発
生
日
を
も
っ
て
商
号
を
国
際
農
機
株
式
会
社
に
変

更
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
両
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
一
五
号

（
甲
）
Ｋ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
池

利
幸

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
一
五
号

（
乙
）
国
際
農
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
池

利
幸

第２期決算公告 令和８年８月19日
札幌市手稲区曙二条四丁目４番15号
ＫＮホールディングス株式会社

代表取締役 小池 利幸
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 58
固 定 資 産 900,000
合 計 900,058

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 180
固 定 負 債 500,000
株 主 資 本 399,878
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 299,878
その他利益剰余金 299,878
(うち当期純利益) (300,028)
合 計 900,058

第 59 期決算公告 令和８年８月19日
札幌市手稲区曙二条四丁目４番15号

国際農機株式会社
代表取締役 小池 利幸

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,310,598
固 定 資 産 205,895
合 計 1,516,493

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 121,563
固 定 負 債 157,126
(退職給付引当金) (17,126)
株 主 資 本 1,237,803
資 本 金 45,100
利 益 剰 余 金 1,192,703
利 益 準 備 金 11,275
その他利益剰余金 1,181,428
(うち当期純利益) (35,568)
合 計 1,516,493

第 35 期決算公告 2026年８月19日
東京都港区芝五丁目34番７号
株式会社テクノアライアンス

貸借対照表の要旨(2026年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 118,556
固 定 資 産 1,181
資 産 合 計 119,737

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,825
賞 与 引 当 金 1,280
役員賞与引当金 1,310
株 主 資 本 109,912
資 本 金 70,000
資 本 剰 余 金 13
資 本 準 備 金 13
利 益 剰 余 金 39,899
利 益 準 備 金 9,082
その他利益剰余金 30,816
(うち当期純利益) (6,991)

負債・純資産合計 119,737

第 33 期決算公告 2026年８月19日
東京都中央区築地六丁目17番４号

株式会社ケンネット
代表取締役 老川 賢

貸借対照表の要旨(2026年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 298,401
固 定 資 産 41,680
資 産 合 計 340,081

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 55,763
賞 与 引 当 金 1,501
固 定 負 債 3,500
株 主 資 本 280,818
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 270,818
利 益 準 備 金 3,000
その他利益剰余金 267,818
(うち当期純利益) (72,174)

負債・純資産合計 340,081

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都台東区東上野二丁目22番10号
東上野小池ビル６階

ＦＯＲＥＩＧＮＥＲＳ ＬＩＮＫ株式会社
代表取締役 鈴木 勇造

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 95,120
固 定 資 産 1,851
合 計 96,972

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 31,020
固 定 負 債 54,481
株 主 資 本 11,470
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 1,470
その他利益剰余金 1,470
(うち当期純利益) (170)
合 計 96,972

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
東京都台東区東上野二丁目22番10号
東上野小池ビル６階

ワールドリンク株式会社
代表取締役 鈴木 勇造

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 101,720
固 定 資 産 4,446
合 計 106,166

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 705
固 定 負 債 109,389
株 主 資 本 3,929
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 23,929
その他利益剰余金 23,929
(うち当期純利益) (42)
合 計 106,166

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
で
あ
り
、

両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
三
十

一
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

東
京
都
台
東
区
東
上
野
二
丁
目
二
二
番
一
〇
号

東
上
野
小
池
ビ
ル
六
階

（
甲
）
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

勇
造

東
京
都
台
東
区
東
上
野
二
丁
目
二
二
番
一
〇
号

東
上
野
小
池
ビ
ル
六
階

（
乙
）
ワ
ー
ル
ド
リ
ン
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

勇
造

第 22 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日
東京都千代田区有楽町二丁目７番１号
有楽町ＩＴＯＣｉＡオフィスタワー

ALL DIFFERENT株式会社
代表取締役 眞﨑 大輔

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 2,238,142
固 定 資 産 5,114,765

資 産 合 計 7,352,907

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,064,814
賞 与 引 当 金 109,889
固 定 負 債 604,495
退職給付引当金 298,886

負 債 合 計 1,669,310

株 主 資 本 5,689,337
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
資 本 準 備 金 10,000
利 益 剰 余 金 5,669,337
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 5,666,837
(うち当期純利益) (768,873)

評価・換算差額等 5,739
その他有価証券評価
差額金 5,739

純資産合計 5,683,597

負債・純資産合計 7,352,907

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 92 期 決 算 公 告

令和８年８月 19 日

広島市西区観音新町四丁目10番134号

広島トヨタ自動車株式会社

代表取締役 藤井 開三
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 10,756
固 定 資 産 15,577
有形固定資産 1,113
無形固定資産 12
投資その他の資産 14,450

合 計 26,334

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 16,897
賞 与 引 当 金 269
固 定 負 債 2,579
その他引当金 681

負債の部合計 19,477

株 主 資 本 5,374
資 本 金 80
資 本 剰 余 金 1
資 本 準 備 金 1
利 益 剰 余 金 5,292
利 益 準 備 金 29
その他利益剰余金 5,262
(うち当期純利益) (1,333)

評価・換算差額等 1,482
その他有価証券評価
差額金 1,482

純資産の部合計 6,856

合 計 26,334

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
十
九
日

長
野
県
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
四
八
四
八
番
地
一

（
甲
）
ひ
か
り
味

株
式
会
社

代
表
取
締
役

林

善
博

東
京
都
文
京
区
大
塚
三
丁
目
五
番
一
〇
号
住
友

成
泉
小
石
川
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
本
館

（
乙
）
株
式
会
社
禅
味
堂

代
表
取
締
役

林

善
博

第 38 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都文京区大塚三丁目５番10号
住友成泉小石川ビルディング本館

株式会社禅味堂
代表取締役 林 善博

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 7,604
資 産 合 計 7,604

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 70
株 主 資 本 7,534
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 2,465
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 4,965
(うち当期純損失) (225)

負債・純資産合計 7,604

令和８年８月19日

長野県諏訪郡下諏訪町4848番地１

ひかり味株式会社

代表取締役 林 善博

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 5,556,992
固 定 資 産 10,571,122

資 産 合 計 16,128,114

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,404,617
固 定 負 債 4,808,176
株 主 資 本 3,597,510
資 本 金 90,000
資 本 剰 余 金 348,706
資 本 準 備 金 240,230
その他資本剰余金 108,475
利 益 剰 余 金 3,158,804
利 益 準 備 金 31,060
その他利益剰余金 3,127,744
(うち当期純利益) (139,037)

評価・換算差額等 317,810
その他有価証券評価
差額金 317,810

負債・純資産合計 16,128,114

第 19 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

東京都港区芝浦四丁目16番25号

株式会社ＥＰＡＲＫ
代表取締役 名田 幸央

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 13,526,676
固 定 資 産 10,972,969

資 産 合 計 24,499,645

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 17,396,131
賞 与 引 当 金 22,772
その他流動負債 17,373,359
固 定 負 債 1,716,129
関係会社事業損失引
当金 233,164
長 期 未 払 金 276,610
その他固定負債 1,206,355

負 債 合 計 19,112,260

株 主 資 本 5,331,718
資 本 金 90,000
資 本 剰 余 金 11,424,277
資 本 準 備 金 2,969,441
その他資本剰余金 8,454,835
利 益 剰 余 金 6,182,559
利 益 準 備 金 7,141
その他利益剰余金 6,189,700
(うち当期純利益) (5,799,668)

評価・換算差額等 55,666
その他有価証券評価
差額金 55,666

純資産合計 5,387,384

負債・純資産合計 24,499,645

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務

全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
甲
・
乙
）
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
丙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

大
阪
府
堺
市
西
区
平
岡
町
二
七
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
泉
北
ニ
シ
イ

代
表
取
締
役

西
井

政
一

大
阪
府
堺
市
西
区
平
岡
町
二
七
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
ヒ
ッ
ト
セ
ン
ボ
ク

代
表
取
締
役

山
崎

融

大
阪
府
堺
市
西
区
平
岡
町
二
七
番
地
の
一

（
丙
）
有
限
会
社
泉
北
ポ
ン
プ
リ
ー
ス

取
締
役

西
井

政
一

第 36 期決算公告 令和８年８月19日
大阪府堺市西区平岡町27番地１

株式会社泉北ニシイ
代表取締役 西井 政一

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,051,812
固 定 資 産 1,644,204
合 計 2,696,017

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,645,627
(うち賞与引当金) (2,059)
固 定 負 債 439,467
うち退職給付引当
金  (3,958)
株 主 資 本 610,922
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 600,922
その他利益剰余金 600,922
(うち当期純利益) (138,511)
合 計 2,696,017

第 27 期 決 算 公 告
令和８年８月 19 日

大阪府堺市西区平岡町27番地１
株式会社ヒットセンボク
代表取締役 山崎 融

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 24,974
固 定 資 産 33,286
合 計 58,261

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,489
株 主 資 本 38,771
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 28,771
その他利益剰余金 28,771
(うち当期純損失) (21,507)
合 計 58,261

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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